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開 放 性 及 閉 塞 性 空 洞 治 療 問題 二劃 ス ル 病 理 解 剖 學

的 観 察

0.Koch:Pathologisch-anatomischeBeobachtungen

zurFrageder,,offenen"und,,geschlossenen``

Kavernenbehandlung.

著 者 ・・、 空 洞 性 肺 結 核 患 者 ノ空 洞 ガ、種 々 ノ動 機 デ肋

膜 腔 二開 放 シタ モ ノ、空 洞 二通 ズ ル氣 管 ノ閉 塞 シタ モ

ノ及 ビ肺 萎 縮 ヲ起 シタ モ ノ等6例 ノ屍 燈 二就 テ、病 理

解 剖 學 的 ノ精 細 ナ検 査 ノ結 果 、肉 眼的 二叉 ・・組 織 學 上

空洞 其 物 ニ ハ治 癒 的傾 向 ア リ ト報 告 シ、他 ノ同種 類 ノ

300ノ 剖 見例 二於 テ モ 同様 ノ傾 向 ヲ認 メ タ ト云 ソ テ居

ノレ'o

空洞 ノ肋膜腔ヘ ノ贋 開放、因 ツテ起ル腔 内 ノ強力混 合

感 染、 全肋膜 ノ共 同反慮、白血球 浸潤帥 チ蛋 白質加水

分解及浮 化作用 ヲ件 ヘル滲 出等 ガ治癒 ノ因 トナ リ、他

ノ閉塞及萎縮 ノ場合 ノ治癒 傾向 ノ・、結核 菌 ノ生活條件

ヲ悪 ク シ、一方搬痕新生 ヲ促進 スル 生膣 ノ働 キニ因ル

モ ノト解繹 シテ居 ル。(刀 根 山 赤染部 抄)

肺結核 二於 ケル金 療法 ノ妓果

P.Martinu.A.Rosendahl:BilanzderGoldthera.

pieder]Lungentuberkulose・

今 日迄 ノKrysolgan二 關 ス ル 臨 林 實 験 例 ヲ通 覧 フ、ル

ニ前 観 察 ノ期 間 ノ短 キ ニ過 ギル モ ノガ多 イ。豫 メ病 人

ノ経 過 ヲ観 察 シ豫 後 ヲ立 テ ズ シ テ 藥 醐 ノ 数 ヲ剃 定 セ

ソ トスル ハ無 意 味 ニ ジテ、自然 治 癒 ト藥 刺 ノ数 果 ヲ混

同 ス ル ニ至 ル。該 療 法 ニ ヨ リ髄 重 何 庭 塘 加 セ リ ト報 告

シ タ モ ノニ於 テ、治療 開 始 前 ノ燈 重 ノ動 揺 ヲ測 定 シテ

ヰ ナ イモ ノガ アル 。治療 法 ヲ異 ニ ス ル 患 者 ヲ比 較 スル

場 合 二 ・・病 勢 及 一 般 状 態 ノ・出 來 ル 限 リhomogenデ ナ

ケ レ・バ ナ ラナ イ。Schr6der一 派 ・・結 核 二 於 テ ハ封照

ボ

群 ヲ必 要 トセ ズ ト云 フモ、他 ノ人 マハ誰 モ サ ウノ・考 ヘ

ナ ィ。特 殊 ノ療 法 ヲ施 サ ナ カ ツタ群 ヲ置 カ ズ シテ 前観

察 及 ビ治 療 槻 察 ノ ミデ 数 襲 ヲ 云 々 スル ノハ 怠惰 ト云

ノ・ナ ケ レバ ナ ラナ イ。斯 ノ如 キ注 意 ノ下 二今 日迄 ノ文

献 ヲ批 剣 スル トキ ・・総 テ ニ於 テKrysolganガ 臨 躰 上

用 ヒ テ可 ナ リ ト爲 ス ベ キ 謹 糠 ヲ引 キ 出 ス コ トガ デ キ

ナ イ。 ソ ノ上 副 作 用 モ少 クナ イ。(刀 根 山 農 野 抄)

ZeitschriftfarTuberkulose.Bd.80 .Heft3.1938.

我 等 ノ行 ヘ ル捻 除 術 ノ運 命 二就 テ

LucianGraff:DasSchicksalunsererExairesenen .

捻 除 術 ヲ行 ツタ 患 者228名 二 就 テ 手 術 後8-10年 二

於 テ共 結 果 二就 テ調 査 ヲ行 ツタ所 、全 被 手 術 者 ノ89.5

%二 於 テ 其 ノ成 績 ヲ知 ル 事 が出 來 タ。共 ノ成績 ニ ョル

ト、今 日迄 生存 シ テ居 ル モ ノ・・39%デ 、残 リ50.5%・ ・

既 二死 亡 シテ居 ル 。些 ノ死 亡 セル モ ノ ハ多 ク ノ・手 術 當

時 滲 出 型 、 或 ・・混 合 型 ノ 病 型 ヲ 有 シテ ヰタ モ ノデ ァ

ル 。 今 日尚 ホ生存 シテ居 ル モ ノ ・中 デ、其 ノ結 核=が 目

下 活 動 性 ノモ ノデ アル カ、將 タ叉 既 二停 止性 ニ ナ ツテ

居 ル モ ノデ アル カ ヲ 匠 別 ス ル 事 ・・甚 ダ 困難 ナ事 デ ア

ル 。 手 術 當 時/病 型、 病 竈 ノ 位 置 、 一 側 性 或 ・・雨 側

性 、或 ハ 空洞 ノ有 無 或 ハ共 ノ大 小 等 ニ ヨ ツテ共 ノ結 果

が異 ツテ來,レ。 我 々ノ経 験 デ ・・、空 洞 ヲ有 スル ー側 性 硬

化 性 、塘 殖 性 結 核 ノ場 合 ガ最 モ成 績 が良 イ標 デ アル 。

此 ノ手 術 ヲ行 ツ タ爲 二髄 二 治 癒 シタ ト思 ・・レル モ ノ

ノ・10%ヲ 算 ヌ。 故 ニ モ ツ ト適 庶 ヲ 吟 味 ス ノレナ ラバ爾

一 暦 ノ成 績 ヲ アゲ得 ル デ ア ラ ウ
。此 ノ手 術 後 二 胃 ノ異

常 ヲ訴 ヘ ル モ ノが ア ル ガ著 者 ノ 調 ベ タ 所 デ・・横 隔膜

が高 位 ニ ナ ツ タ爲 二 胃 二異 常 ヲ來 タ シ タ リ
、嘔氣 ヲ催

ス 様 ナ事 ・・比較 的 少 イ様 デ ァル 。ム シ ロ大 手 術 ヲ行 ソ

タ爲 二紳 経 性 二 胃 ノ異 常 ヲ 認 メ ル モ ノガ 多 イ標 デ ア

ル 。ダ カ ラ此 ノ手 術後 ノ胃障 碍 ヲ恐 レ テ手 術 ヲ中止 ス

ル 必 要 ・・ナ イ ト思 フ。(刀 根 山 早 川 抄)
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學 生 ノ結 核

Nik.B.Oekonomopoulos,Athen:DieTuberkulose

ミ
unterdenHochschtilern.

1936年 ア テ ネニ 於 テ 開催 サvタ 萬 國學 生健 康學 會 二

於 テ著 者 ノチ セル 演述 ノ要 旨 ニ シテ、 著 者 ・・ぎ.2_並 主

二 於 ケル 學 生 ノ「ス ポー ツ」ト結 核 ト ノ 關係 ヲ述 べ、

ギ リ ジャニ於 テ ノ・氣候 が悪 ク殊 二夏 ・・非 常 二暑 イ爲 二

學 生 ハ 「ス ポ ー ツ」ニ ヨ ツテ過 勢 二隅 リ其 ノ結 果 、結 核

二 屡 二罹 患 スル 事 ヲ述 ベ テ居 ル。叉 著 者 ノ、學 生 ノ健 康

診 断 殊 二結 核 診 断 ・・強 制 的 二行 フベ キデ ア ツテ、・臨 沐

的槍 査 許 リデ ナ 〃、 理 學 的 、細 菌 學 的 検 査 モ行 ・・ネ バ

ナ ラ ヌ事 ヲ圭 張 セ リ。叉 學 生 ノ療 養 二封 ス ル 補 助金 ノ・

政 府 蛇 二大 學 當 局 ニ ヨ リ現 在 ヨ リ ー 層 増 額 ヲ シテ以

テ學 生 結 核 慢 延 ヲ防 止 ス ベ キ事 ヲ圭 張 シテ居 ル。

(刀 根 山 早 川 抄)

外 科的 手術 ヲ行 ヒ シ症 例 ヨ リ見 タ ル 肺 膿 「レ ン トゲ

ン トモ グ ラ フ ィー 」二 就 テ

H.B6ttner:EinBeitragzurR6ntgen-Tomographie

derLunge,einekritischeBetrachtunganHand

einesAutopsiegelangtenFalles.

肺 臓 ノ 空 洞 詮 明 二 ・・「トモ グ ラ フィー」 が 必 要 デ アノレ

が、殊 二肺 臓 外科 二於 テ ・・必 要 デ アル 。 タ トヘ バ 空洞

ノ位 置 、 大 サ、或 ノ・手 術 後 ノ空洞 ノ状 態 ヲ知 ノレニ ・・鉄

クベ ヵ ラザル モ ノデ アル 。 然 シ此 ノ「トモ グ ラ フィー」

ノ ミニ ヨ ツテ ・・空 洞1・ 肋 膜 肥 厚 ト ノ 匠別 ガ ッ ヵナ ィ

事 ガ アル カ ラ、同 時 二隠 診 上 ノ所 見 モ 考慮 二入 レル 必

要 ガ アル 。(刀 根 山 早川 抄)

ニ ツ ノ診 断 用 「ツ ベ ル ク リン」軟 膏 比 較 試 験

AusgusteRehhng:VergleichendeUntersuchung

liberzweidiagnostischeTuberkulinsalben:Diaphl-

ise(nachKUsserundPockels)undMorosdiagnos-

tischeHauttuberkulin-Salbe.

諸種 結核 性 疾 患 ヲ 有 ス ル 患 者(外 科 的 結 核 モ含 ム)趾

;結 核 ヲ疑 ・・シ ムル小 兄 二於 テ、Diaphtiserツ ベル ク

リソ」トMoroノ 「ツベ ル ク リ ノ」ヲ 以 テ 「ツベル ク リ

ソ」反 慮 ヲ検 セ ル ニ、 雨 「ツベル ク リ ソ」共 二 陽性 ヲ示

セ ル モ ノ69・9%ニ シテ、Diaphtise「 ッベ ノレク リソ」陽

性 ニ シ テMoro「 ツベル ク リン」陰 性 ナル モ ノノ・5.59

%ナ リ。 反 之、Moro「 ツ ベル ク リソ」陽 性 ニ シテDia・

phtise「 ツ ベル ク リソ」陰 性 ナル モ ノ ・・4.89%ア リ。

叉 雨 「ツ ベル ク リ ソ」共 二陰 性 二終 レル モ ノノ・19.58タ。

ア リ。 即 チ コvニ ヨ ツテ 明 カナ ル 如 クKUsserund
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Pockelノ 創案 ニ ヨル新 皮 膚 「ッベ ル ク リ ソ」軟 膏(Dia-

phtise)ハMoroノ 「ッベル ク リソ」軟 膏1・略t同 様 ナ

ル 診 噺 的 債 値 ガ アル 。 而 モDiaphtiseノ 反 慮 ノ・非 常

ニ ヤ サ シ 〃 テ、「パ ラ ア レル ギ ー」様 反 磨 ヲ起 ス 事 ガ少

イ。Moroノ 「ツベ ル ク リソ」軟 膏 ・・屡:非 特 異 性 反 鷹

ヲ現 ハ シ、時 ニ ヨ ツテ漁 疹 ヲツ クル 事 が アル 。 病 竈 反

臆i・・雨 「ツベル 〃 リ ソ」共 ニ ナ イ ラ シ イ。腺 病 質 ノ子 供

ヤ 、滲 出性 膣 質 ノモ ノ ・・一般 二反 慮 ノ・著 明 テア ル が、

Diaphtiseノ 方 ガMoroノ 「ツ ベル ク リン」二 比 シテ

反 磨 ノ・除 程 劇 ン〃 ナ イ。(刀 根 山 早 川 抄)

第21回 ラ イ ン ー ウ2ろ 」』乙7二生 結 核 學 會 會 報

TagungsberichtderRheinsch・WestftilischeTuberK・

ulose-Vereinigung.1937年12月11日D磁sseldorf二

於 テ開 催 。

Dr.Lochtkemper(Berichterstatter)Schulte-Tigges

(Rheinland/Honnef療 養 所)。

約10年 前 二Redeker及Walterノ 成 人肺 瘍 ノ登 生 蛇

二逐 進 ト云 フ書 物 が 出版 サ レタ ガ 此 中デ 著 者 等 ・・次

ノ事項 ヲ強 張 シテ居 ル 。

1)「vソ トゲ イ」診 噺 ハ打 聴 診 ヨ リ勝 レテ 居 ノレ。後 者

ノ ミデ ハ結 核 ノ治 癒 セル モ ノ、叉 ノ・陳1ぢ 型 ノモ ノ ヲ捕

捉 シ難 でノ ミナ ラ ズ、肺 瘍 二導 ク様 ナ 早 期 型 ヲモ見 逃

ス 事 ガ アル 。

2?肺 結 核 ノー般 症 状、帥 チ食 慾 不 振 、 易疲 勢 性 、 咳

漱 、喀 疾 等 ノ・初 期 症 状 トシテ診 噺 上 偵 値 ガ有 ル 。 然 シ

最 近 ノ知 見 二擦 レバ 早 期 型 二 ・・特 有 ノ症 状 少 ク 時 ニ

ハ流 感 楼 ノ症 状 デ始 マル モ ノ有 リ、肺 瘍 姿 質 モ全 然 認

メ ラ レヌ場 合 ガ有 ル。カ ・ル 患 者 ・・榮 養 良 ク 騰 ヲ訪 ル

ル 事 ・・稀 デ ア リ、磐 師 モ亦 「レ!」線 ノ助 ケ 無 シ ニ ・・正 シ

キ診 噺 ヲ下 シ得 ナ ィ。
　

3)結 核 ノ疑 ビアル 老 人 デ ハ 特 二 繰 リ返 シ「レ」線 楡

査 ガ大 切 デ アル 。叉 明確 二診 噺 ノ下 ザ レ・タ他 ノ内科 的

疾 患 ノ場 含デ モ 胸 部 「レ!」線検 査 ノ・必 要 デ 殊 二流 感 ノ

場 合 二然 リ。

4)新 ラ シイ 見 解 二櫨 ル ト 成 人 肺 虜!初 メ ハ急 性 二

起 ツタ 比較 的 大 キ ナ 周 縁 性 炎 衝 ノ部 分 二 新 病 竈 ガ現

ノ・レテ起 ル モ ノデ アル
。

以 上 ノ四項 目 二封 シ各 人 ノ意 見 ガ違 ベ ラ レタ 。

1)二 封 シ 肺 疾 患 ノ診 噺 二當 ツテ 「レ」線/方 ガ打

賂 診 ヨ リ優 秀 ナル 場 合 ノア ル事 ノ・皆 経 験 シテ居 ル 、上

記 ノ書 物 ノ出 版 以後 ノ経 験 二慷 ルニ、小 空洞 ヤ、小 浸 潤

ヤ、feink6rnig,mittelk6rnigノ 病 竈 ・・打 隠 診 デ ハ分 ラ
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ヌ場合 ア リ。然 シ之 ト反封 二劇 シイ氣管枝炎 デ嘉診 上

劇烈 ナ症状 ノ有ル場合 二「レ〆」線 デハ 之 ヲ捕捉 シ得 ヌ

場合 ノアル事 ヲモ経験 スル。其後 ノ多 ク ノ経験 二擦ル

ニ此書 ノ著者等/言 ノ如 〃「レ」線 ノ透硯 ノミデハ病
の

愛 ヲ見 逃 ス 場 合 ガ アル 。Redeker及Walerノ ・透 覗 ノ

ミデ ・・約20%・ ・見 逃 ス ト 云 ヒ最 近Chantraineハ50

%ハ 見 逃 ス ト云 フ。故 二 完 全 ナル 「レノ」線 検 査 ノ・透 覗 ト

同 時 二撮 影 ヲ行 ・・ネバ ナ ラ ヌ。WalterSchmidtノ ・最 近

結 核 性 ノ肺 病 攣 ノ 病 理 解 剖 ト「レ」線 ノ攣 化 ヲ比 較 シ

テ述 ベ テ居 ル ガ彼 二擦 レバ肺 ノ石 灰 化 竈 ガ「VJXX「 フィ

ノレム」二表 現 サル ・頻 度 ・・肺 内石 灰 化 ・・60%、 淋 巴 腺

性 石 友 化 ノ ソvハ 約41%一 過 ギ ヌ ト云 フ.帥 チ 「v」

線 上 最 モ表 現 サ レ易 イ 石 茨 化 竈 デ モ 共 眞 二 存 在 ス ル

モ ノ ・約 牛 数 ガ 「レノ」線 二現 ・・ノレ・二過 ギ ナ イ、從 ツ テ

肺 ノ病 竈 ノ・爾 硬 「レ」線 二 現 ・・レル 事 ノ少 イ 事 ヲ想 像

シ得 ル 。 小 病 竈 デvereinzelt二 存 在 スル モ ノデ絵 リ

繊 維 化 ノ傾 向 無 キ モ ノ・・「レ!」線 二 現 ノ・レヌ。ヤ ツ ト粟

粒 大 叉 ノ・散 登 性 ノ 病 竈 即上 述 ノモ ノガ 多 数 集 合 シタ

場 合 二 始 メ テ 「レ」線 「フィル ム」二表 現 サ ル ・二 至 ル。

ポレ」線 ノ吸 牧 ハ分 子 量 及 其 密 度 二 關 係 ス ル
。 「カル チ

ウ2・」・・之 が大 デ アル カ ラ最 モ ヨ〃 映像 サv7uHeim

ニ ヨ レバ 治癒 シタ 結 核 病 竈 アル 臓 器 ハ 特 二其 石 茨 値

ガ高 イ。100武 ノ正常 淋 巴 腺組 織 ニ ノ・0.041瓦 ノ石 次

ヲ含 有 スル ニ過 ギ ヌガ、同量 ノ乾 酪 化 セル 淋 巴腺 組 織

ノ・7.12瓦 ノ石 灰 ヲ含 ミ、 同 ジク100瓦 ノ石 茨 化 セル

淋 巴 腺 ノ乾 酪 標 物 質 ・・實 二32.2瓦 ノ 石 茨 ヲ 含 有 ス

ノVo

純 「レ」線 學 的 二 早 期 病 竈 ノ 種 類 及 ビ 其 病 的 意 義 ヲ決

定 ス ル 事 ・・必 ズ シモ 容 易 デ ナ イ。 膠 様 肺 炎 型 、 堪 殖

型 、萎 縮 型 等 ハ 「レ」線 ノ ミデ ・・之 ヲ鑑 別 ス ル 事 ノ困 難

ナ場 合 ガ有 ル。新 鮮 ナル 病 竈 、檜 殖 性 ノ病 竈 、滲 出 液 、

血 清 、 均 艘 軟 部 組織 、軟 骨 等 ガ同 一・條 件 ノ下 二 同 ジ様

二 「レノ」線 ヲ吸 攻 スル 事 ア リ、爲 メ ニ是 等 ・・同 様 ナ陰 影

ヲ形 成 シ 共鑑 別 ヲ 困 難 ニス ル 。Schicht・Aufnahme,

Gezielte・Aufnahmeノ ・「レ」線 診 噺 學 上 ノー 進 歩 デ ア〃

が、カ ・ル 進 歩 ニ ラ 不拘 尚其 他 ノ臨 躰診 断 法 ヲ省 略 ス

ノレ事 ノ・出來 ヌ。吾 々ノ・肺 尖 結 核 ノ多 ク ノ型 ヲ進 行 性 ノ

性 質 ア ル モ ノ ト考 ヘル 傾 向 ガ有 ル ガ 事 實 ハ然 ラ ズ。

Redeker及Walter・ ・肺 尖 結 核 ヲ 次 ノ7型 二分 類 シ

タ。

1)肺 尖 二 占居 セル 硬化 性 ノ初 感 染 病 竈

2)SimOnノ 軍慢 性 肺 尖 縛 移
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3)Simonノ 多登 性肺尖轄移

4)第 一次 及第 二次浸潤後 ノ硬化 ガ 肺尖 二起vル モ

ノ

5)肋 膜 炎 性 ノSpitzenkuppe之 ノ・第4ト 同 様 二普 通

肺 尖 ノ搬 痕 性 部 分 的 「ア テ レク タ ー ゼ」ヲ件 フ。

6)肺 瘍 性 ノSpitzensp5tform;之 ・・饗 生 上 早 期 浸潤

二屡 ス。

7)肺 尖 二存 ヌル 早 期浸 潤

病 理 解 剖 學 的 ニ ノ・第1群 カ ラ 第5群 迄 ・・一 般 二繊 維

性 叉 ノ・繊 維結 節 性 ノ病 攣 デ アル 。 故 二Redeker等 ノ

見 解 デ ハ是 等 ノ・一 般 二 良 性 ノモ ノデ ア リ絵 リ治 療 ヲ

必 要 トセ ズ決 シテ 開放 性 結 核 二 迄 進 展 セ ナ イ ト云 バ

レル 。Braeuningノ ・既 二1924年 ニ ツル バ ソ ゲル ノ・ル

上 第 … 期 デ 閉 鎖 性 、 塘 殖 性 肺 尖 結 核 患 者76例 ガ3年

後 ニ ノ・2・63%、7年 後 ニ ノ・7%開 放 性 結 核1・ ナ ツタ

ト報 告 シテ居 ル。 彼 ・・更 二248例 ノ開放 性 患 者 ノ33

例 即13%ノ ミガ既 往 二於 テ肺 尖 結 核 ヲ 有 シタ 事 ヲ詮

明 シタ。 共 盧 デ彼 ハ肺 結 核 ヲ2型 二 分 類 シタ。1・ ・良

性 デ 稀 ニ シ カ肺 瘍 ト爲 ラ ヌ モ ノ、他 ハ悪 性 ノモ ノデ非

肺 尖 型 デ アル 。 叉1926年 二 同氏 が非 常 二 多数 ノ肺尖

結 核 ノ剖 見 ヲ行 ツタ 際 肺 尖 二 結 核 ノアル 場 合 ニ ハ決

シ テ進 行 性 ノ結 核 ハ見 ラvナ カ ツ タ ト云 フ。其 他Red・

eker・Lydtin・Romberg,Kayser-Petersen等 ノ統 計、

Jenenser療 養 所 、Rheinlandノ 療 養 所 等 二於 ケル 統

計 ガ學 ゲ ラ レテ 肺 尖 結 核 ナ ル モ ノ ・一 般 二 良 性 ナル

事 ガ論 ゼ ラ レタ.

(2)二i封 シ 診 療 ノ経 験 ヲ積 ムb廣4結 核 病 竈 ヲ有

シ乍 ラ、何 等 自昼 症 状 ナ 〃活 動 シテ居 ル 多 ク ノ例 ヲ認

メル 。又 療 養 所 ノ患者 ノ多 ク ノ・廣 汎 ナル 病 竈 アノレモ ノ

カ●共 病 勢 が停 止 性 ト爲 ル ヨ リモ 早 ク 先 ヅ 患 者 ノ自畳

症 状 が消 失 ヌ ル 。從 ツテ 患 者 ガ共 療 養 ヲ除 リ早 ク 中止

スル 傾 向 が起 ル 。此 ノ 自畳 症 状 モ非 常 二劇 烈 ナル モ ノ

カラ極 メ テ僅 少 ノモ ノ叉 ノ・全 然 症 状 ノ無 イ 者 モ ア リ、

共 間 二様 々 ノVbergangが アル 。 一 見 強 肚 二 見 ユル

人 デ 自魔 症 駿 ナ ク 健 康 ト信 ジテ 居 ル 人 が 實 ハ 開放 性

結 核 デ ア リ救 助 ノ 方 法 ナ キ 病 状 デ アル 場 合 ノ・一 ツ ノ

悲 劇 デ アル 。Rheinlandノ 療 養 所 二 於 〃ル 開放 性 患

者 ノ約75%ハ 既 二結 核 二罹 リ年 絵 ヲ経 テ 始 メ テ 氣 付

イタモ ノデ アル 。患 者 ガ馨 ヲ訪1/ル 動 機 ト爲 ル ー 般 症

状 ・・病 攣 が既 二著 明 ノ廣 サ ヲ 占 ムル ニ 至 ソ テ 初 メ テ

螢 スル モ ノデ アル 。800名 ノ開 放 性 ノ患 者 ノ約 牛 数 ・・

彊 師 ヲ初 メ テ訪 問 シ タ動 機 ト シテ ノ・咳 漱 、喀 疾 、盗 汗 、
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盤 重 減 少 等 デ ア ツタ,,叉20%ノ ・流 感 様 ノ登 症 ・25%

ハ喀 血 、血 疾5%・ ・患 者 ノ周 園 ノ検 査 ヨ リ登 見 サvタ

モ ノデ ア ツタ.

(3)二 封 シー 今 日デノ・誰 モ がKatastem琶Big・Reihen-

untersuchungノ 必 要 ヲ否 定 ヌ ル者 ノ・ナ イ、 學 生、 軍

隊 、 警 察 、工 場 等 二於 ケ ル検 査 二擦 レバ アル ー一定 ノ%

二於 テ 全 ク 氣 付 カナイ開 放 性 結 核 患 者 ヲ登 見 スル 。カ

・ル検 査 ノ・繹 験 ト共 ニ ヨ リ.完 全 ナ ルモ ノト爲 サ ネバ

ナ ラ ヌ.確 實 ニ シテ敏 速 ナノレ「レ」線 検 査 、1日 二800
の

人 一900人 モ ノ診 断 ノ出來 ル 方 法 ノ・既 二New-york

二於 テ 慮 用 サ レテ居 ル(ThePowersRapidX-ray

method)更 二 補 助診 噺法 トシテ 血 清 學 的 方 法 モ 鷹 用

サ レテ居 ル。

(4)二 封 シ 早 期 浸 潤 ガ肺 尖 二 占居 スル 事 ・・昔 ・・稀

ト考 ヘ ラ レ タ ガ今 日デ ハ左 程 稀有 ナル モ ノデ ノ・無 イ。

殊 二Albers・Sch6nberg/Schicht・Aufnahme及Spi・

tzenaufuahmeニ ヨル1・以 前見 逃 ガ サ レテ居 タ肺 尖 ノ

小 空洞 ガ剣 然 ス ル様 ニ ナ ツタ、之 ・・肺 尖/小 浸 潤 ヨ リ

進 展 スル モ ノデ アル。 之 カ ラL6schkeノ 云 つ様 二鎮

骨 下 二澄 潤 ノ据 がル 事 モ アル。他 面 叉病 理 解 剖 學 ノ側

カラ、肺 尖 ト關 係 ノナ イ早 期 浸 潤 モ存 在 ヌ ル 。 然 シ吾

々・・此 虜 デ肺 瘍 ガ 肺 尖 二 始 マル カ 否 カ ニ 就 テ頭 ヲ愕

マス事 ・・不 要 デ ア ツテ 唯 次 ノ 事 實 ヲ知 レバ 足 リル ト

思 フ、 即 チ、Huebschmannノ 云 フ意 味 ノ滲 出性 反 慮

ハ結 核 菌 ノ感 染 ヲ起 シ得 ル 肺 臓 組 織/何 レ ノ部 分 ニ

モ 起 リ得 ル モ ノデ 其 頻 度 ノ大 ナ ル 場 所 ・・鎮 骨 領 域 デ

ア ル ト云 フ事 デ アル 。之 ノ・叉 滲 出性 ノ新 病 竈 形 成 ニ モ

適 合ヌ ル。

ア ル場 合 二 ・・特 別 ノ 治 療 ナ シニ 浸 潤 ヤ 空 洞 サ ヘ モ ガ

消 退 スル 可 能 性 アル 事 ハ驚 歎 ス ベ キ 事 デ アノ玖 此 文 獄

・・本誌 二在 リ)演 者 ノ考 ヘデ ・・大 切 ナ結 核/早 期型 ・・

Grauガ1918年 二初 メ テ 報 告 シ タZerstreutherdige

Tuberkuloseデ ア ル。 僅 カ ノZerstreutherdigeTbc

ノ・一 般 二傷 害 ノ起 ラナ イ/・ ・丁 度 繊 維 性 ノ 肺 尖 結 核

ト同様 デ ア ル ガ警 戒 ヌ ベ キ ハ密 ナ ル 撒 布 デ 之 ノ・往 々

PerifokaleEntZundungヲ 惹 起 一スル 傾 向 ガ有 ル。 殊 二

鎮 骨 ノ邊 二 多 イ。此 型 ノ・磯 念 ニ モ透 覗 デ ・・見逃 サ レル

コ トガ 多 イ。 今 一 ツ・・Huebschmannノ 意 味 ノ新 ラ

シ イ血 行 撒布 ノ爲 メ ニ 其 撒 布 竈 が次第 二dichtト 爲

ル 場 合 モ警 戒 ス ベ キ デ アル 。RedekerヤWalter其

他 ノ學 者 ニ ヨ リテ 結 核 ノ進 展 二 封 ヌ ル 多 ク ノ重 要 ナ

鮎 ガ解 明 セ ラ レ、之 ニ ヨ リテ結 核 ノ色 々ナ相 ノ捕 捉 ガ
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容 易 トナ ソタ ケ レ ドモ 、今 日吾 人 ノ経 験 ヲ以 テ シテ モ

伺 、將 來 恐 ラ 〃開 放 性 ト爲 リ大 多撒 死 ノ轄 蹄 ヲ トル様

ナ型 ヲ正 ン ク且 早 期 二 豫 知 シ 其 悪 化 ヲ 未 然 二 防 ガ ソ

トス ル實 際 問題 二向 ソ テ ・・眞 二尚 力 ノ及 パ ザ ル 事 ヲ

痛 感 ス ル モ ノデ ァル 。 次 二

Simon・ ・小 見 結 核 二就 テ述 べ 〃、 即 チ學 校 内感 染 、

肺 「ア テ レク タ ーゼ 」、浸 潤 及 ビ石 灰 化 竈 ノ吸 敢 及 脱 落

等 ヲ述 ブ 學 校 内感 染 一1937年 二 其 學校 デ1人 ・開放

性 結 核 ノ教 師 カラ感 染 シタ10名 ノ學 童 ガ療 養 所 二牧

容 サ レタ。此 敏 師 ・・雨 肺 ノ結 核 デ右 上 葉 二 ・・林 檎 大 ノ

壁 ノ厚 イ空 洞 ガア リ萎 縮 ノ傾 向顯 著 ナ モ ノデ 病墾 ノ・

既 二 以 前 カ ラ存 在 ンタ モ ノデ アル 。感 染 見 ノ年 齢 ・・準

均8歳 デ 此 級40人 中 「ツ」反 磨 ・・26人 二 陽性(65%)

即 「ツ」反 慮 陽性 ノ26人 中 カ ラ10人 ノ 結 核 ガ 登 生 シ

タ モ ノデ アル(409の 感 染 見 ノ病 攣 ・・皆 初 感 染 結 核 デ

ア ツタ。凡 テ ノ學 童 感 染 ガ此 例 ノ様 二良 性 ノ繹 過 ヲ ト

ル モ ノデ ・・無 イ、演 者 ハ他 ノ例 二於 テ死 亡 セル モ ノ ヲ

縄験 ス ル 。 感 染 率 ノ・32%カ ラ100%ノ 間 ヲ動 揺 ス ル、

敏 師 ノ結 核 問題 ・・愼 重 ナ ル考 慮 ヲ擁 フベ キデ アル 。次

二 「ア テvク タ ー ゼ」二就 テ 述 プ、R6sselノ 、初 期 浸 潤

ハ「ア テ レ 〃タ ー ゼ」ト關係 ス ル ト 云 フ テ 居 ル ガ臨 抹

上 不 確 實 デ アル 、彼 ノ観 察 ・Y`7・ ノ・6例 ノ子 供 デ皆 膳

膜 炎 デ死 亡 シタ モ ノデ ア ル。此 中 永 ク観 察 シ且 「レ」線

検 査 ヲ行 フタ モ ノ・・一 例 二過 ギ ヌ。6例 中2例 が剖 見

二當 リ軟 化 セ ル淋 巴腺Paketeガ 氣 管 枝 二破 レテ居 ル

・ヲ認 メ他 ノ例 デ ノ・乾 酪化 ンタ 淋 巴 腺 ノ 爲 メ ニ氣 管

枝 力憧 迫 サ レ閉塞 サ レテ居 ル ノヲ認 メ タ。其 塵 デ彼 ・・

Epituberkuloseノ 陰 影 ・・吸 牧 性 肺 「ア テ レク タ ー ゼ」二

外 ナ ラ ヌ ト結 論 シタ.Rein/Fa11デ ノ・「ア テ レ ク タ

ー ゼ」ノ・外 部 カ ラ氣 管 ガ藤 迫 サ レテ 起 ル が例 外 トシ テ

結 核 ノ初 感 染 自均 ニ ヨ リ氣 管 ノVerlegungン 爲 メ ニ

起 ル 事 モ アル 、今 迄報 告 サ レテ 居 ル 第 一 次 結 核 ノ剖 見

所 見 ・・病 理 解 剖 的 ニ ノ・廣 イ 滲 出 機 轄 ノ外 二膠 様 肺 炎 、

融 合 セ ル乾 酪 性 培 殖 性 病 竈 、細 葉 性 及 塘 殖 性 結 核 等 ガ

アル.即 チ 「アテ レ クタ ー ゼ」ナル モ ノ・・小 見結 核 二於

テ モ昔 考 ヘ タ ヨ リ・・頻 撒 ナ モ ノ ト考 ヘ ル 、,ト述 べ 次 二

「ア テt・'クタ ー ゼ」ノ臨 抹 症 状 及 「V
J線 像 ヲ 訊 明 シ テ

居 ル 、ソ シテ 肺 「アテ レ ク ター ゼ」ト初 期 浸 潤 ノ問 題 二

i封シ テ ・・演 者 自均 ・・次 ノ如 ク解 繹 シ テ居 ル 、 即 チ、周

縁 性 炎 衝 ノ主 要 原 因 ハ初 感 染 ニ ヨ リテ 惹 起 サ レル病

墾 デ ア リ此 際 「アテ レ 〃 タ ー ゼ」!・大 抵 淋 巴腺 ・ 嘩 迫

ニ ヨ リテ起 ル所 ノ随 件 現 象 二過 ギ ナ イ ト述 ブ。
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石 友 化 竈 ノ脱 落 一 初 期 攣 化 群 二於 テ石 茨 化 シタ病 竈

ノ・其 硬 キ性 質 ヲ失 ノ・ズ生 涯 二亙 ッ テ不 動 ノ儘 残 ル。石

茨 化 竈 ノ・約 牛 撒 二於 テ ・・思春 期 頃迄 ノ・中 二 生 キ 〃結

核 菌 ヲ保 有 ヌ ル 。例 外 トシ テ此 石 友 竈 が剥 離 シテ 喀 出

サ レル コ1・ガ アル 、Brtigger・ ・此 様 ナ2例 ヲ報 告 シ テ

居 ル ガ演 者 ノ・3歳 ノ子 供 及8歳 ノ 少 女 デ 初 感 染 後 ノ

石 灰 化 竈 ヲ有 セ シモ ノガ 何 レモ 百 日咳 罹 患後 二 「レノ」

線 上 石 力ξ化 竈 ノ清 失 シタ2例 ヲi直加 報 告 ジ テ居 ル。此

例 デ見 ル 様 二 刺 戟 性 咳 漱 ガ 石 炭 化 竈 ノ 喀 出 ヲ容 易 ナ

ラ シ ムル 事 ハ事 箕 デ アル 。幼 少 ノ子 供 デ ノ・疾 中 ノ石 ヲ

捜 ス コ トノ・困難 デ ア ル ガ年 長 ノ子 供 デ ノ・容 易 デ アル。

1937年 夏 演 者 ノ療 養所 デ14歳 ト15歳 ノ2人 ノ少 女

がKalkbr6ckelヲ 喀 出 シタ。14歳 ノ方 ノ・既 二2年 間

持 績 的 二喀 出 シテ居 ル。 右 肺 ニ ア ツタ大 ナルKalkko-

nglomeratノ 大 部 分 が 喀 出 サ レ盤 シタ。15歳 ノ方 ・・

2同 小喀 血 ヲ シ1同 丈 ケ1箇 ノKonkementヲ 喀 出 シ

タ、2人 共 喀 出 ノ際 二 ・・胸 痛 ヲ 訴 ヘ タ。Schererノ ・

1921年1600名 ノ患 者 中肺iiriノ 現 ・・レタ モ ノ21例 ヲ

報 告 シ テ居 ル。石 ノ大 部 分 ノ・炭 酸 石 茨 及 燐 酸 石 灰 ヨ リ

成 リ共 外 二少 量 ノKiesels5ure及Magnesia及 精 く

多 量 ノ脂 肪 及 「コ レス テ リ ソ」ヲ含 有 ス。石 灰 化 シタ氣

管枝 淋 巴 腺 カラ 出 タモ ノ デ ハ石 ハ頚 豆 大 デ0,5-1瓦

ノ重 量 ア ル モ ノ ガア ル。 微 細 ノKalkガ 空 洞 内 二 出

タ場 合 ノ・之 ニ ヨ リテ刺 戟 性 ノ咳漱 ガ塘 シ、空 洞 モ大 キ

ク爲 リ不 愉 快 ナ モ ノデ ア ル。叉 石 ガ空 洞 内 ノ分 泌液 デ

融 解 サ レル場 合 モ アノレが 之 ・・極 メ テ 稀 ナ場 合デ ア ル

ト述 ブ。.

Hartmann.(WupPerta1・Elberfeldノ 結 核 相談 所 所 長)

演 者 ・・本 年 夏 某 保 健 局/馨 師 ヨ リ 紹 介 サ レタ國 民 學

校 ノ教 師 ヲ診 察 シタ。此 教 師 ハ雨 肺 ノ空洞 性 ノ結 核 ヲ

有 シ疾 中無 数 ノ結 核 菌 ヲ誇 明 シタ。彼 ノ受 持 ノ級 ノ生

徒 ・・26人 「ツ」反 磨 陽性 デ ア リ ソ ノ中 玉0人 ・・初 期 結

核 デAprathノ 療 養 所 へ迭 ラ レタ(Simonノ 述 ベ タ例

ノ・之 デ アル)此 敏 師 ・・診 噺 ノ確 定 シ タ 後 ニ モ爾 三 ツ ノ

他 ノ級 ヲ敏 ヘ タ 事 實 が ア ツタ ノデ130人 ノ級 ノ學 童

ヲ調 査 シタ所 「ツ」反 胞 陽性 者29例 「レ」線 検 査 ノ結 果

ノ・1例 モ特 別 ノ所 見 アル 者 ハナ カ ツ タ。受 持 ノ級 カ ラ

感 染 者 ヲ多 ク出 シタ ノノ・永 イ 間此 敏 師 二 敏 ヘ ラ レタ

カ ラ デ ア 底 後 ノ級 デ ・・僅 カ ノ時 間 シカ敏 ヘ ラ レナ ヵ

ツ タ カ ラ犠 牲 者 ガ ナ カ ツタ モ ノデ アル 。此 例 デ開 放 性

結 核 ノ敏 師 ヨ リ ノ感 染 見 童 ノ意 外 二 多 イ 事 が確 謹 サ

vテ カ ラ後 更 二Wuppertalノ 西 部 ノアル 都 會 二於 テ
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第2ノ 同 様 ノ例 ガ讃 明 セ ラ レ、此 地 方 ノ父 兄 ノ間 二大

ナル 不 安 が起 ソ タ。 其 塵 デ健 康 保 瞼 局 、保 健 騰 、 及 ビ

學 校 監 督 者 ノ了解 ト助 力 ノ下 二Wuppertal二 於 レル

全 部 ～敏 師 ノ「レ」線 検 査 ヲ行 ・・ン トシぢ ガ、意 外 ニ モ

此 様 ナ強 制 的検 査 ノ提 議 ノ・Dtisseldorf殊 二Koblenz

二於 テ反 封 サ レ・タ。此 問題 ・・1932年5月 及 ビ1934年

8月 二於 ケル 政 府 ノ 命令 デ 充 分 デ アル ト 云 フ ノデ ア

ル 。然 シ カ ・ル 命 令 ・・最 近 色 々ナ方 面 カ ラ爾不 充 分 ナ

ル 事 ガ分 ツテ來 タ モ ノデ 多 ク ノ 敏 師 ノ・此 命 令 ノ登 令
り

以 前 二敏 師 ト爲 ッ テ 居 ル ヵ ラ 未 ダ 「レ」線 検 査 ヲ受 ヶ

ナ イ者 力'多 イ ノデ アル 。Wuppertal二 於 クル 敏 師 ノ

強制 診 断 ノ計 叢 ガ失 敗 二 蹄 シタ ノデ 今 度 ノ・自由 意 志

二任 セ各 自 二 健 康 相 談 所 二 於 テ 「レ」線 検 査 ヲ 受 ケル

標 二通 告 ヲ登 シタ.之 ハ極 メ テ 最近 ノ事 デ アル ガ既 二

100名 ノ検 査 ヲ施 行 シタ。Stettinノ 敏 師 ノ・約20%・ ・

出 頭 シ検 査 二磨 ジ タ、此 間1人 ノ雨 側 空 洞 アル肺 結 核

ヲ獲 見 シ即 事 當 局 κ二此 敏 師 ノ解 職 ヲ要 求 シタ,演 者

ノ・日 ク、自分 ノ様 二相談 所 二在 ツテ 相 次 グ學 童 感 染 ヲ

目撃 シ父兄 ノ心 痛 ヲ知 ル 者 ハ 誰 テ モ 敏 師 ノ張 制診 噺

ノ必 要 ヲ痛 感 ス ル ニ違 ヒナ イ ト述 べ35歳 以 下 ノ激 師

ノ・1年1同 、35歳 以 上 ノ者 ノ・少 〃 トモ3年 ノ 間 隔 ヲ

才 イテ 「レ」線 検 査 ヲ爲 シ此 問 二 流 感 等 ノ 呼 吸 器 系/

疾 患 二罹 リ シ揚 合 ・・更 二頻 同 ノ 検 査 ヲ必 要 トヌ ル 事

ヲ圭 張 ス。而 シテ演 者 ・・敏 師 團 ガ カ ・ル 槍 査 二封 シテ

絵 リ好 意 ヲ持 タ ヌ カ ノ 印象 ヲ 受 ケ タ が 之 ノ・彼 等 ガー

度 結 核 ノ診 噺 ヲ下 サ レル ト其 職 ヲ失 フ 事 ヲ恐 ルル ガ

爲 デ アル カ ラ カ ・ル 場 合 二 ・・必 要 ト認 メ タ場 合 ・・充

分 ナル 纒 濟 的 ノ保 謹 ヲ シテ ヤノレ事 ガ大 切 デ アル 事 ヲ

述 ブ。

Kleinschmidt(K61n)敏 南liノ結 核 ノ 問 題 二 就 テ述 ブ。

1937年 二 ・・700名 ノ敏 師 ガ 猫 逸 ノ 療 養 所 デ治 療 サ レ・

テ居 ル 。敢 員 ノ結 核 ノ問 題 ・・大 イニ考 慮 ス ベ キ事 デ ア

ル 。結 核 ノ疑 ビ アル 場 合 ニ ノミ検 査 ヲ行 フ ノミデ ノ・不充

分 デ ア ツテ健 康 ナ ル 者 モ 全 部 検 査 ヲ シテ 結 核 ノ豫 防

ノ・完 全 トナ ル ト述 べ 次 ノ 経 験 ヲ 述 べ テ居 ル
。 演 者/

「Pリ ーック」二8-9歳 位 ノ子 供 ガ3名i欠 々 ト入 院 シテ

來 タ.1人 ・・左 肺 ノ浸 潤 、1人 ・・滲 出性 肋 膜 炎 今1人 ハ

氣 管枝 淋 巴 腺 結 核 デ ア ツ タ。共 傳 染 源 ハ不 明 デ ア ツ タ

ガ後 二此 中 ノ1人 ノ子 供 ノ 弟 ガ 肺 門 腺 結 核 アル 事 ガ

分 リ叉 他 ノ1人 ノ 兄 弟 モ其 療 養 所 二入 院 中 デ アル 事

ガ分 ツ タ が其 傳 染 源 ハ依 然 不 明 デ ア ツタ。所 が アル 日

1人 ノ男 ガ其 ノ13歳 ノ子 供 ヲ連 レテ診 察 二來 タ、 庇
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子 供 ・・頸 腺 腫 ガ ア ツタ ガ盤 リ蹴 痩 シテ 居 ル ノデ レ」

線 楡 査 ヲ行 フ ト重 イ肺 結核 ノアル 事 ガ分 ツ タ。入 院 中

ノ3人 ノ子 供 が此 男 二丁 寧 二:挨拶 ヲ シ タ ノデ 始 メ テ

此 人 ハ彼 等 ノ教 師 デ アル事 ガ判 明 シタ、此 庭 デ彼 ノ妻

二夫 ノ健 康 状態 如 何 ヲ質 問 セル ニ、時 二風邪 ヲ引 ク事

・・アル ヵ'李素 ハ全 〃健 康 デ ア ル ト云 フ
。事 實 此 教 師 ノ・

全 ク健 康 ナ風 貌 デ ア ツタ.「 レ」線 検 査 ヲスル ト比 較 的

廣 汎 ナ肺 結核 トー 部 新鮮 ナ撒 布 竈 ヲ登 見 シ タ。此 ノ例

デ見 ル モ結 核 ノ疑 ピアル 者 ・・勿論 健 康 ナル 者 モ皆 一 標

ニー 定 ノ期 間 ヲオ イテ検 診 ノ必 要 が アノし。2年 前Base1

デ 開催 サ レ タ小 見結 核豫 防 學 會 ・國 際 會 議 ノ「テ ー マ」

ノ・學 校 二 於 ケル 結 核豫 防 ト云 フ事 デ ア ツタ
。當 時 演 者

ノ・掲 逸 ノ代 表 トシ テ 立 ツ タ ガ 其 際 多 ク ノ 外 國 二於 テ

・・カ ・ル 問 題 二掲 逡 二 於 ケノレヨ リモ 遙 カニ 多 ク ノ法

律 的 規 定 ガ多 カ ッタ。此 會 議 ノ結 論 ヲ述 ベル ト、次 ・鮎

二蹄 ス ル、 即 チ、學 校 二於 ケル 全 從 業 員 ノ・暴 ツ テ此 蓮

動 二参 加 シ少 ク トモ2年 ノ 間隔 デ 健 康診 断 ヲ 受 ケ ネ

バナラ メ。其 診断 ・・臨 抹 的蛇 二「レソ トグ ソ」學 的 二行 フ

可 キデ アル、之 ・・一 定 ノ健 康 相談 所 二於 テ行 ヒ法 ノ規

定 ニ ゴ リテ罹病 者 ニ ハ 必 要 二磨 ジ ー 定額 ノ物 質 的 補

助 ヲ行 ヒ必 要 ナル療 養 ヲ完 全 ナ ラ シム ベ シ.

次 二 「ア テ レ 〃タ ー ゼ」二就 テ述 プ。

肺 「ア テ レク ター ゼ」ハ 臨脈 上 周縁 性渡 潤 ト鑑 別.^ル

必 要 ノアル 事 ハ昔 カ ラ分 ツテ居 タ.吾 々ノ・以 前 ニ ハ肺

「アテ レ 〃タ ー ゼ」ノ診 断 ハ臨 抹 上
、呼 氣 性 喘 鳴 、 有 響

性 ノ咳 漱 及 ピ高 度 ノ急 性 呼 吸 困 難 叉 ・・偽 喘 息 症 ア リ

テ ソ レニー 致 スル肺 所 見 ノアル 場 合 二下 ス ノガ通 則

デ ァッ タ ヵ"、R6sselノ ・近 來 、 肺 「アテ レ"タ 隔 ゼ」ハ

氣 管枝 歴 迫 ノ激 シ イ症 状 無 シニ モ 起 リ 得 ル事 ヲ主 張

ス ル ガ演 者 モ之 ヲ認 メ テ居 ル。然 シ乍 ラ カ ・ル症 例 ノ

大部 分 二於 テ 所 謂 周 縁 性 寝 潤 ハ 全 然 無 關 係 ト圭 張 ヌ

ル ワケ デ ・・ナ イ、b述 べR6sselノ 見 タ6例 ノ・皆 騰 膜

炎 デ死 亡 シテ居 ル.周 縁 性 寝 潤 ノ普 通 見 ル 例 ニ ノ・膀 膜

炎 ・・稀 有 ナル モ ノデ ア ル カラR6sselノ 例 ・・例 外 二属

スベ キ モ ノ ト断 定 シテ居 ル
。一 般 二濃 厚 均 等 性 ノ陰 影

ア リテ濁 音 及 呼 吸音 ノ微 弱 ヲ 件 つ 場 合 ・・良 性 ノ清 退

シ得 ベ キ肺 浸 潤 ヲ意 味 ス ル トノ ミー 概 ニ ハ 申 サ レナ

イ・カ ・ル場 合 ・・「アテ レ ク ター ゼ」ノ事 モ アル が叉 乾

酪 性肺 炎 ノ場 合 モ ア リ得 ル 。カ ・ル陰 影 ノ唯 一 ノ原 因

トシテRδsselヵ"「 アテvク タ ー ゼ」ヲ學 ゲ タ當 時 二於

テEpstein・ ・乾酪 性 肺 炎 ヲ圭 要 原 因 ト認 メ テ居 ル
。

演 者 ノ・カ ・ル場 合 一 般 二 良 性 ト悪 性 トー 分 ケ テ考 へ
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レバ面 白 イ ト述 べ、一 般 的 ニ バ カ ・ル 際 ノ肺 浸 潤 ハ良

性 デ アル ガ拶 膜 炎 ヲ 起 ス 危 瞼 ・・初 期結 核 ガ進 行 シテ

淋 巴管 性 ノ吸 牧性 結 節 ヤ、小 サ ナ氣 管 枝 ノ破 開 ヲ件 ブ

タ場 含叉 病 竈 周 園 ノ乾 酪化 ヤ 空 洞 ア ル 場 合 及 ビ上 述

ノ廣 汎 ナ 乾 酪 肺 炎及 「ア テ レク タ ー ゼ」ヲ 根 抵 二 有 ス

ル 乾 酪 肺 炎 ノ場 合 デ アノレト述 ベ テ居 ル 。

Htilsk6tter(Rheinland,Honnef療 養所)

演 者 ハSimon,Hartmann等 ノ既 二述 べ タ敢 師 ニ ヨル

見童 感 染 ノ例 ヲ追 加 シテ居 ノレ。演 者 ノ・見 童 ノ「ツJ反 磨

名簿 ヲ作 製 一スル際Trier-Landノ アル 高 地 ノ村 ノ見 童

ノ間 デ 「ツ」反 磨 が非 常 二高 イ%ヲ 示 ス ノ ヲ認 メ タ。此

學 校 二 ・・4級 ア リ137人 ノ見 童 ガ居 ル ガ此 中48人 力'

「ツ」反 磨 陽 性 デ ア ツタ。 此 中 「レ」線 楡 査 デ17名 ノ初

期 墾 化 群 、1名 ノ葉 間腓 砥 及 ビ1名 ノ肺 門 浸 潤 ヲ曇 見

シ ヌ。教 師 團 ノ全 部 ノ「レ」線 検 査 ・・傳 染 源 ノ手 懸 リ ト

爲.ノし者 ヲ獲 見 シナ カ ツタ ノデ學 校 ノ小使 及 ビKinder'

gartenschwester迄 調 査 シタ ガ開放 性結 核 ・・見 出 サ ナ

カツ タ。 所 ガ アル1人 ノKindergartenschwesterノ

妹 が重 病 デ疲 テ居 ル 事 ガ分 リ 調査 スル ト雨 側 ノ重 症

肺 結 核 デ ア ツタ 、父 ノ語 ル所 デ ・・彼 ノ妻 及 ビ上 ノ娘 ノ・

4年 前 二次 ノ娘 ・・2年 前 二肺 結 核 デ死 ソ ダ ト云 フ。父

・・商 人 デ ア ツタ ガ家 デ ・・補 助 郵 便 局 ヲ ヤ ツテ 居 リ父

ガ商 用 ノ爲 メ留 守 ガ 多 ク郵 便 事務 ノ・母 ト妹 ガ行 ツテ

居 タ、子 供 ハ學 校 ノ飾 途 此家 へ 立寄 ツ テ父 兄 カ ラ ノ郵

便 事務 ヲ果 シテ蹄 ル ノガ習 慣 デ ア ッ タ が、此 母 ト娘 ・・

共 二子 供 好 キ デ子 供 ヲ可 愛 がル癖 ガア ツタ。村 ノ誰 モ

ガ大 ナ ル危 瞼 ガ其 塵 二存 在 スル ト ・・知 ラ ナ カツ タ。父

が共郵 便 事務 ヲ ワCフ事 ヲ 恐 レテ 家族 ノ病 ヲ 極 力 秘密

ニ シタ カ ラデ ア ノレ、斯 様 二結 核 ノ傳 染 源 ガ學 校 外 二在

ル 場 合 ノ アル 事 ・・注 意 ス ベ キ事 デ アノレト述 ブ
,

Randerath(Dtisseldorf)

他 ノ原 因 デ死 亡 シ タ 人 間 二 見 出 サ レル 肺 ノ結 核 病 竈

ノ'肺尖 二限 局 シ タモ ノデ 搬 痕 化 シ右 二 多 イ 事 ・・疑 フ

絵 地 ノ・ナt、 斯 様 ノ病 竈 ガ肺 尖 ニ ア リ而 モ 肺 ノ他 ノ部

分 ニノ・病 竈 ナ 〃 陥 抹 上 ニモ 結 核 感 染 ヲ思 ハヌ 症 状 力'

生 前認 メ ラ レナ イ 事 ・・肺 尖 病 竈 ノ 自然 治 癒 ノ傾 向 ノ

強 イ事 ヲ物 語 ル モ ノデ アル 。然 シ乍 ラ進 行性 ノ慢 性 肺

結 核 ノ・決 シテ肺 尖 二始 マ ル モ ノデ 無 ク、鎖 骨 下 二 始 マ

ル ト輩 純 二結 論 スル 事 ・・出來 ナ 仁 肺 尖 二於 ケノし死 ・

轄 蹄 ヲ トノレ襟 ナ重 イ慢 性 結 核 ノ・剖 見 上 稀 デ アル ガ,叉

牛面 進 行 セル肺 結 核 ノ肺 尖 病 竈 ・・時 二 之 ヲ 認 メル 事

ガア ル。演 者 ・・偶 然 二剖 見 二際 シテ次 ノ様 ナ4例 ヲ輕
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験 シ潔、即 チ新鮮 ナル肺尖病竈 が乾酪化及融解 ヲ起 シ
の

テ後鎖骨下領域 二振 ガツタ例デ アル。病理解剖學者 ノ・

結核 ガ鎮骨下 二初蛋 ヌル 事 ・・實際上 ハ例外 二罵 スル

モ ノデ大 多数 ノ慢性肺結核 ・・肺尖 二初 曇スル、 例 へ

㌧・」線像 デ鎮骨 下 ノ初登 ヲ思 ハセル場 合 デモ病理解剖

上 デ ハ肺尖 カラ始 マル モ ノが 大多鍛 デ アル ト圭 張ス

ル が演者 ノ4例 モ之b-一一致 シテ居 ル。剖見上治癒 シタ

肺尖病竈 ガ多クテ進行 セルモ ノ ・少 イ ノノ・剖見垂上

一上ル様 ナ人 ハ 初螢 ノ結核 ヲ見 ル 事 ノ出來 ナ イ年 齢

ノ人 が多 イ爲 メデアル ト述 ベ テ居ル。

演者 ノ・最後 二「アテ レクターゼ」ノ問題 ヲ批剣 シテi欠

ノ如 ク述 ベ テ居 ル 。 自分 ノ・Simonト 共 二次 ノ様 二圭

張 シ度 イ、 即 チ例 へR6sse1ノ 例 が眞 實 デ アル ニ シ テ

モ之 ノ ミデEpitubetku16eInfiltrierungノ 病 理 解 剖

學 的 ノ 根 抵 ハ 「ア テ レク ター ゼ」ナ リ ト結 論 ヌ ル ノハ

早 計 デ ア ツテ此 問 題 ノ 將 來 ノ研 究 二 向 ツ テ 必 要 ナ事

ノ・所 謂Epituberku16seInfiltrationガ 「ア テ レク タ ー一

ゼ」ナ リヤ否 ヤ ト云 フ事 デ ノ・無 ク テ、 臨 肱 上Epitub・

erkuloseヲ 思 ・・ス場 合 二 如 何 ナル 病 理 解 剖 的 ノ攣 化

ガ 「ア テ レク タ ー ゼ」以 外 二 起 リ來 ル カ ト 云 フ事 デ ア

ラ ネ バ ナ ラ ヌ ト圭 張 シテ居 ル。(刀 根 山 西 村 抄)

Zeitschriftf並rTuberkuloseBd.80.Heft4,193&

雨側 性 助 膜外 氣胸 術

GerhardSaner:

雨 側 性 肋 膜 外 氣 胸 或 ノ・油 胸 術 ノ経験12例 二就 テ述 べ

テ ヰル 、適 慮 ハ肺 尖 上 暦部 二小 中程 度 ノ空 洞 形 成 ガ ア

ツテ保 存 療 法 ニ ゴ リ数 果 が ナ ク 雨 側 ノ虚 脱 療 法 ヲ必

要 トハ ル モ 肋 膜 腔 内 氣 胸 ハ 技 術 上不 可 能 或 ノ・不 完 全

デ ア ツタ モ ノデ アル 、坪 吸 機 能 低 下 ニ ヨ リ雨 側 ノ完 全

虚 脱 不 可 能 デ アル ト思 ・・ソ タ モ ノデ ノ・豫 メ肋 膜 内 氣

胸 ヲ施 行 セ ズ シ テ始 メ カ ラ肋 膜 外 氣 胸 ヲ作 製 シタ、12

例 中2例 ・・初 メ ー 側 二施 行 シ 其 後 ノ 経 過 ニ ヨ リ反 側

ニ モ施 行 ノ止 ムナ キ ニ 至 ツタ モ ノデ ア リ、10例 ハ始

メ カ ラ計 叢 的 二雨 側 二施 行 シタ モ ノデ アル 、呼 吸 機 能

検 査 ニ ヨル ニ 肺 尖 上 暦 ノ 病 竈 部 ノ 部 分 的 雨側 虚脱 ニ

ヨ リテ呼 吸 ・・著 シ キ障 碍 ヲ蒙 ラナ イ事 ガ リ カツ タ、肋

膜剥 離 後 ハ初 メ全部 空 氣 ヲ補 足 シ テ 虚 脱 ヲ 持 績 シタ

が数 例 ハ其 後 油 或 ・・「パ ラ フィン」充 填 ヲ必 要 トシタ。

現 在12例22同 肋 膜 剥 離 中14・ ・氣 胸8・ ・油 胸 ヲ持 績

シテヰル 、2・ ・合 併 症 ノタ メ再 ビ閉塞 シタ。

最 終 成 績 ノ・勿 論 未 ダ 云 フ ヲ 得 ヌ ガ 今 日迄 ノ成 績 デ ノ・

有 望 デ アル 、第2同 ノ手 術 後 間 モ ナ ク結 核 菌 ノ・陰 性 ニ

ナ ヅテ來 ル 、 全 治 が豫 想 サ レル 。(刀 根 山 松 村 抄)

空 洞 性 肺 結核 ノ呼 吸 機 能 不 全 二 就 テ

HeinrichRothkopf:UberdierespiratorischeIns.

u冊zienzbeikavem6serLungentuberkulose.

空洞 性 肺 結 核 患 者100例 二 付 キ 安静 時蛇 二 勢 作員 荷

時 ノ呼 吸 機能 不 全 ヲ肺 活 量 計 ニ ヨ リ測 定 シグ。一 部 ・・

塵 置 セ ザル モ ノデー部 ・・手 術 ヲ施 セル モ ノデ ア ル。肺

機 能 ノ4三要 ナル 鮎 ・・「が ス」交 換 ニ ア ル。Arterielles

Defizitハ 肺 機 能 ノ状 態 ヲ知 ル 最 モ ヨキ 方 法 デ アル。

Knippingノ 「ガス」代 謝測 定 装 置 ヲ使 用 シ亦 員 荷 試験

一 ノ・同 氏 二從 ヒelektrischesErgometerニ ヨツ タ.

検 査 例 中25例 ヲ表 示 シ テ説 明 シテ ヰル 。著 者 ・・ソ ノ

評 債 ヲ=次 ノ三 鮎 ヨ リ判 定 シ テヰ ル 。

1)振 散 障 碍 ニ ヨルarteriellesDefizit.

2)呼 吸 ノ機械 的 障 碍

3)Kurzschlussinfiltrat(Ztiper)

安 静 時 、 健 常 デ ・・空 氣 及 酸 素 呼 吸 ニ コル 分 時 呼 吸量

(AMV)ノ ・等 シ〃02-ne{取 モ等 シ イ、 肺 患 者 デ ノ・同一

〇2振 取 量 ニ テ 空 氣 呼 吸 ノ 際 ・・AMVカ つ℃i進シ酸 素

呼 吸 デ ・・亭 常迄 低 下 スル 、コ ノ際 換 氣 ノ充 進 ト氣胞 内

02張 力 ノ上 昇 ニ ヨ リarteriellesDefizitノ ・補 償 サv

ノレノデ肺 障 碍 ハ少 イ、カ ・ル 例 ハ肺 内 ノ振 散 障 碍 ガ存

在 スル ノデ アル。循 環 系 ノ障 碍 モ 關 係 ヲ有 ス ル ガ之 二

就 テ ・・績 報 二譲 ル。機 械 的障 碍 ニ ア リテ ハ酸 素 呼 吸 二

於 テCO2ノ 充 分 ナ 排 除 ヲ途 ゲ ル タ メ ニAMVノ ・元

進 シタ マ ・二残 ツテ 居 ル 、或 ル 例 デ ノ・酸 素 呼 吸 ノ際02

撮 取 が減 少 シタ モ ノガ アル 、コ レ・・酸 素 呼吸 デ精 紳 的

一叉 機 械 的 二基 礎 代 謝 低 下 二 件 フ テ 沈 静 シタ モ ノデ

アル 、機 能不 全 二最 モ 多 ク亦 特 有 ナル ・・酸 素 呼 吸 ニテ

02掘=取 ノ上 昇 デ アル 、 ソ ノ 中 約 牛 倣 ノ・AMVノ ・上

昇 シ牛倣 ・・低 下 スル 。 所 謂Kurzschluss・ ・比較 的 稀

デ 酸素 数 果 ノ・少 イ。

勢 作 貢 荷 、 僅 力50「 ワット」 ノ貢 荷 デ、 既 二 著 明 ナル

artriellesDefizitヲ 示 ス、コ ノ際 ニ モ02掻 取 ノ ミ ヲ剃

定 ス ル ノハ不 充 分 デAMVノ 關 係 ヤ大 サ ヲモ 評 債 セ

ネ バ ナ ラ ヌ、肺 瘍 患 者 ノ心 臓 作 業 ハ中毒 性 二低 下 ス ル

ノミ デ ・・ナ ク上 述!Defizitノ アル モ ノデ ノ・動 脈 血 化

ノ不 足 ニ ョ リテモ 起 ル 。如 斯 機 能 不 全 ノアル 肺 結 核 二
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ノ・最 モ節 約 的 ナ虚 脱 療 法 ガ必 要 ノ様 二思 ・・レ・ル 、肋 膜

外 氣 胸 或 ノ・油 胸 術 ノ・先 ヅ コ レニ入 レ ネバ ナ ラ ヌ。

(刀 根 山 松 村 抄)

皮 虐 結 核 卜全 身 結核

HansPaulBott:DieHauttuberkuloseimRahmen

derallgemeinenTuberkulose.

1937年 二行 ヒタ ル525例 ノ皮 膚結 核 ノ臨 林 的観 察b

患者 環 境 ノ検 索 ノ結果 報 告 デ アル 。患 者 ノ大 部 分 ハ著

者 ノLupusheilst5tte,Giessen二 治 療 ヲ受 ケ タル モ ノ

残 絵少 撒 ・・Lupussprechtage二 得 タル 材 料 ニ シテ、

中9例 ノTb.cutisverrucosa,5例 ノErythemaind.

Bazin,13例 ノTb.cutissolliquativa一 シテ他 ・・全 部

Lupus患 者 ナ リ。

性 別:女310二 封 シ男215、 即 チ3:2、 諸 家 ノ 成績 ト

同 ジ ク女 二遙 二多 シ。

初 蛋 年 齢:若 年 者 殊 二10歳 迄 ノ登病 最 モ多 ク 、5歳

ヨ リ25歳 迄 ノ モ ノ牛藪 ヲ超 工、 成 人 期 ・・約1/4ノ ミ。

全狼 瘡 患 者 ノ胸 部 「レ」線 検 査:爲 眞撮 影 ヲ爲 セル427

名 中、 肺 二病i攣 ヲ有 セル モ ノ259、 細 別 次 ノ如 シ。 滲

出 性 空洞 性、 開 放 性結 核16(3.74%)、 塘 殖 性 、 硬愛

性 、 活 動 性 結核33(7.75%)、 非 活 動 性 硬髪 性 結 核98

(22・9%)、 初 期 愛 化 群23(5.38%)、 肺 門部 石 友 沈 着

乃 至 輕 微 髪 化53(12.45%)、 著 明 ナ ル肋 膜 病 髪28(6,32

%)、 肺 葉 間 腓脂8(1.87%)。 即 チ現 在 若 シク ・・過 去

二於 ケル 肺 結 核 罹 患 者147(34.429・) .特 二 粘 膜狼 瘡

患 者75名 二就 テ ・・33名 ノ肺 病 髪 所 有 者 ア リ、開放 性

ノモ ノ6名 。 他 ノ肺 外 臓 器 結 核 へ 骨 結 核36名 、 喉

頭 結 核20名 、 腺 結 核127名 、 眼 結核5名 。

狼 瘡 癌:狼 瘡 ヨ リ癌 ノ登 生 牽 ノ・、 文 獄 ニ ヨ レバ 場一

・4%ナvド 、著 者 ノ場 合 ・・500例 中41帥 チ8.2%二 及

ビ、 年 齢 關係 ハ50代 ヨ リ急 激 二塘 加、 誘 因 ト シテノ・

Jaahssohnノ 読 ク如 ク、 「vン1'ゲ ン」線 照射(26例)、

「ラヂ ウム、照 射(4例)ヲ アグ 。 但 シ、強 度 ノ照 射 ニ ヨ

ル モ、 皮 膚 萎 縮 或 ・・潰 瘍 ヲ 招 來 セル ノ ミー シ テ 登 癌

二至 ラザ ル モ ノ ア リ。

環 箋 検 査 、(A)家 族 ノ直接 検 診 ニ ヨ リ知 リ得 タル 、近

親 者 結 核 、 配 偶 者4、 同胞18、 子 女10、 雨親8、 血 族

9、 同 居 人3、(B)既 往 關 係 ノ探 求 ニ ヨ リ推 定 サ ル ・

モ ノ ・配 偶 者8、 同胞60、 子 女18、 雨親86、 血族21、

同 居 人8(A)ノ 結 核 病 型 、 肺 結 核44、 皮 膚結 核5、 骨

結 核1、 腺 結 核2、(B)肺 結 核145、 皮 膚 結 核26、 骨

結 核8、 腺 結 核9、 喉 頭 結 核7、 ソ ノ他6。 要 之近 親

者 結 核 ノ大 部 分 ハ肺 結 核 ナ リ。

結 論:皮 膚 二結 核 性 病 攣 ヲ有 ヌル モ/・ ・多 ク ノ場 合 、

他 ノ臓 器 結 核 ノ輕 過 ヲ 良好 ナ ラ シム。 上述 ノ事 實 ノ・

叉 、 狼 瘡 治 療 ノ臨 脈 二重 要 ナ ル ノ ミナ ラズ、全 身 結 核

ノ示 標 トシテ結 核 豫 防、撲 滅 上 ノ意 義 深 キ モ ノア リ ト

ス。(刀 根 山 岩 崎 抄)

肺 結 核 ノ藥 物 治 療

HermannGrebe:Ubermedikament6seTherapie

beiLungentuberkulose.

メ キ シ コ ノFa.JacquetyCiaノ 創 製 ニ カ ・ノvExt。

rolナ ル 製 齊1ノ治 験 報 告 ニ シ テ、 本 剤 ノ・圭 成 分 、Gua・

jakol及 ビEukalyptolノ 他 二Resoreinol及 ビ瞭 化

「カル 千 ウム」ヲ含 有 シ
、ソ ノ作 用 ハ氣 管 枝 筋 肉及 ビ氣

管 枝 腺 組 織 ヲ刺 戟 興 奮 セ シ ムル 結 果 、粘 液 ヲ溶解 セ シ

メ喀 出 ヲ容 易 ナ ラ シメ、咳漱 ヲ輕 減 スル ヲ以 テ、 氣 管

枝 ノ随 件 症 状 ニ ハ封 症 的数 果 アル モ、結 核 病 攣 ソ ノモ

ノニ ノ・何 等 好 影 響 ナ シ。 コv・b同 ジGuajakol製 品 ニ

シテ知 名 ノSiran氏 試 験 ヲモ 行 ヒタ ル ニ、 殆 ド同 様

ナル 数 果 ヲ ミタル他 、 食 慾 壇 進 ノ作 用 ア リ ト、

(刀 根 山 岩 崎 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

種 々 ノ 「ア ル カ リ」度 ノ 培 地 ニ ヨ ル 結 核 菌 分 離 試 験

二 就 テ

VonDr.EduardGroh:UberVersuchezurTren.

nunggemischterTuberkelbazillenkulturenaufNSh.

rb6denサonverschiedenemAlkalit5tsgra(1.(Zbl.

BakterOrig1938Heft314)

人 間 ノ結 核 性 疾 患 約200例 ニ ツ キ實 験 セ ル 結 果 、成 人

並 二小 見 ノ結 核 性疾 患 二於 テ 殆 ド常 二 人型 及 ビ'卜型

菌 ノ同時 二存 在 セ ル ヲ讃 明 セ リ。雨 型 菌 ・・培 養 及 ビ集

落 ノ形 態 叉 ・・動 物 試験 ニ ヨ リ匠 別 ス。之 ヲ 目標 ト シテ

分 離 菌 集 落 ヲ動 物 二接 種 シ、更 二之 ヨ リ分離 培 養 シ純

粋 二菌 ヲ得.此 ノ場 合 著 者 ノ・純 培 養 ニ テ籔 代 培 養 ヲ重

ネル 事 ・・困 難 ニ シテ、雨 型 菌 ノ存 在 スル 時 ハ登 育 良 好

ナ ル黙 ヨ リ雨 者 ・・「Symbiose」 ヲナ ス モ ノ ト観 察 シ、
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適 當 ナル 「PH」ヲ有 ヌ ル培 地 ニ ヨ リ雨 者 ヲ純 培養 セ ソ

ト試 ミ、レベ ンシ タ イ ソ培 地 ヲ改 良 シ、 或 ハ サ ウ ト ソ

氏 培 地 、肉汁 培 地 ヲ適 當 二 配 合 シ卵 ヲ加 へ 「PH」5.6-

8.0ノ 培 養 基 ヲ作 リ、 人 型48、 牛 型20例 ニ ソ キ 實 験

ス。 人 間 ノ病 竈 ヨ リ得 タル48例 ニ ツ キ培 養 ヲナ ス ニ

殆 ド常 二人 型 ト牛 型 ト存 在 スル ヲ見 ル 。之 ヨ リ人型 菌

ヲ純 粋 二分 離 シ種 々ナル 「PH」 ノ培 地 ヲ 用 ヒル モ 登 育

次 第 二悪 ク 「Dysgonie」 ノ状 態 トナ ル。此 ノ集=落 ・・茨 白

色 ヲナ シ撒 月培 養 ニ ヨ リ 「Hof」ヲ作 ル、 夏 二長 時 日培

養 スル ト「Hof」二似 タ ル物 質 ヲ諸 々二 生 ブ。 之 ノ・極 メ

テ 小 ニ シテ辛 ジテ見 得 ル 程 度 ナ リ。此 ノ集 ・落・・動 物 試

験 上 海 猿 、家 兎 二 封 シ病 原 性 ナ シ。 之 二反 シ培 養 中 集

落 稽 く大bナ リ、 「Hof」 ノ中 心 部 高 マvル ・・牛型 菌 ニ

シ テ、 卵 培 地 ニ テ ・・硝 子様 、光 澤 ア リ或 ・・青 白色 ヲ呈

シ牛 球 状 ノ集 落 ヲナ ス。 長 期 培 養 ニ ヨ リ同様 ノ「Hof」

ヲ作 ル。 之 ・・家 兎 二封 シ病 原 性 ヲ有 ス 。雨 型 菌 ヲ混 合

シ動 物 試 験 ヲナ ス ニ、海 瞑 ・・高 度 ノ病 墾 ヲ示 シ、 家 兎

ハ僅 二攣 化 ヲ呈 ヌ。 培 地 ノ 「PH」 ト登 育 關係 ヲ 親 察 ス

ル ト、人 型 ・・中性 及 ビ弱 「アル カ リ」二良 好 ナ ル獲 育 ヲ

ナ ス。 液 膣 培 地 ニ テ ノ・弱 酸 性 ニ テ薄 キ膜 ヲ件 ヘ リ、酸

度 強 キ程 膜 ハ簿 シ。 牛 型 ノ・初 代 ニ テ ノ・「PH」二 關 係 ナ

ク登 育 悪 〃次 代 ニ テ モ 酸 性 ニ ノ・登 育 悪 ク 長 期 培養 ス

ル モ形 態 ノ攣 化 ナ シ。之 ヲ 中性 叉 ・・弱 「アル ヵ リ」性 培

地 二移 ス 時 ハ集 落 ノ密 生 セ リ ト孤 立 セノレ トニ ヨ リ形

態 二髪 化 ヲ生 ズ、部密 生 セル ノ・牛 型 ノ特 異性 ヲ示 シ、

孤 立 セ ル ハー ツ・・牛型 ノ獲 育 ヲ ナ シ、他 ノ・表 面 粗 雑 、

灰 白色 ニ シテ次 第 二檀 色 トナ リ赤 色 ヲ帯 ブ.鏡 槍 ス ル

ニ攣 化 セ ル集 落 ニ ノ・牛型 菌 少 ク 次 第 二 人 型 ノ多 ク ナ

ル ヲ見 ル。液 罷 培 地 二於 テ牛 型 ノ・酸 性 ニ テ ノ・全 ク登 育

セ ズ中 性 叉 ・・「ア ル カ リ」性 ニ テ 獲 育 シ 牛型 特 有 ノ膜

ヲ生 ズ。登 育経 過 中 二人 型 二攣 異 セル モ/・ ・厚 キ膜 ヲ

生 ツ黄 色 ニ ジテ雛 ア リ。 是 等 ヨ リ培 地 ノ「PH」ノ攣 化

が 菌/生 物 學 的 性 状 二攣 化 ヲ來 シ、菌 ノ形 態 攣 異 ヲ招

來 ス ル モ ノナ ラ ソ ト著 者 ・・説 明 セ リ。(北 研 野 中 抄)

皮 膚 疾 患蛇 二 副 睾 丸 炎 二 劃 ス ル 結 核 血 清 學 的 及 雁

ノ臨 躰 的 意義

(RobertBrandtu.Georgkien:DieklinischeBed・

eutungderserologischenTuberkulosereaktionenfttr

Hautkrankheitenu。Epididymitis.一 一Derm.Ztschr.

Bd。77,H.2,S,57,1938.)

k者 ・・Witebsky-Klingenstein-Kuhn氏 ノ抗 原 ヲ用 ヒ

タ 補 髄 結 合反 磨 蛇 二球 塊 反 磨 ヲ利 用 ジ、結 核 性 皮 膚 疾
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患47例(狼 瘡 、 壌疽 性 丘 疹 状 結 核 疹 、顔 面 播 種 状 粟 粒

狼 瘡 、 皮 膚 疵 状 結 核 、 皮 膚 腺 病 、 結 核 性 淋 巴腺 炎、

バ ザ ソ氏 硬 結 性 紅 斑 、骨 蛇 二關 節 結 核)二 就 キ検 査 シ、

本 反 鷹 ノ意 義 ノ剣 定 ・』 ノ・肺 ノ塑 化 ト「ア レル ギー」ヲ

考 慮 ス ル 必 要 ア ル ヲ認 メタ 。後 者 ノ・壌 疽 性 丘 疹 状 結 核

疹 二於 テ特 二強 ク認 メ ラ レ、顔 面 播 種 状 粟 粒 狼 瘡 之 二

次 グ、結 核 性 淋 巴 腺 炎 ・・殆 ソ ド陰性 二終 ツ タ ガヌ ベ テ

「ア レル ギ ー」ニ ヨ ツテ説 明 セ ラル ・。コ ノ特 性 ヲ利 用

シテ 他 ノ皮 膚 疾 患 ト ノ 鑑 別 診 噺 二 鷹 用 ス ル 事 モ 可能

デ アル!。

臨 抹 的 ニ ノ・結 核 性 副 睾 丸 炎 ヲ 想 ノ・シ ムル ニ 拘 ラ ズ組

織 學 的 ニ ノ・結 核 性 攣 化 ヲ認 メ 得 ナ イ 場 合 二往 々遭 遇

ヌ ル ガ、本 反 磨 ・・結 核 性 副 睾 丸 炎 ニ ノ・定 型 的 二反 慮 ス

ル 故 、カ ・ル 場合 臨 脈 的 二充 分 ナ 意 義 ガ アル ト イツ テ

居 ル 。(千 葉 屠 大 皮 膚 科 秦 抄)

壌 疸 性 丘 疹 状 結 核 疹 ノ出 血 型 二 封 ス ル補 邊

(Dr.T.Wlassics・Szeged:Beitr5gezuderhaemo・

rrhagischenFormderTuberculosispapulo・necrotica.

Derm.Ztschr.Bd.76,Heft5,1937.)

1934年F.Poor氏 ・・壊 疽 性丘 疹 状 結 核 疹 ノ出血 性 異

型 ト解 セ ラル ・症 例 ヲ 初 メ テ 報 告 シ(即 チ患 者 ハ25

歳 ノ婦 人 、下 腿 伸 側 二榛 實 乃 至 胡 桃 大 、牛 球 形 、暗 青 紅

色 、 均 等 ナ結 節 ヲ獲 生、此 虞 彼 虜 二大 豆 大 ノ開 ロ ヲ有

シ、血 様 膿 ヲモ ラスノ。 之 ヲ出 血 性 結 節 状 結 核(Tuber-

culosisnodosahaemorrhagica)ト 命 名 シタ。

著 者 ノ・本 症b類 似 一ヒル3例 二 就 キ、組 織 學 的 検 索 ヲ行

ツ タ結 果 、血 管 ノ攣 化 二特 別 ノ意 義 ヲ認 メ テ 居 ル 。從

來 壊 疽 性 丘 疹 状 結 核 疹 ノ 血 行 性 饗 生 二 關 シ テニ ツ ノ

意 見 が封 立 シテ居 ル 。帥 チー ハ静 脈 内膜 炎 ト シテ静 脈

二饗 シタ ー 次 性 病 攣 ガ壊 疽 二導 カ レ・ル トナ ス モ ノ ト、

他 バ カ ・ル静 脈 系 疾 患 ハ無 数 ノ側 枝 ヲ有 スル 故 、決 シ

テ壌 疽 ヲ惹 起 セ ズ トナ シ、ム シ ロ動 脈 系 ノ攣 化 二重 貼

ヲ置 ク モ ノ トデ アノレ。

著 者 ノ3例 二於 テ ・・ス ベ テ静 脈 内 膜 肥 厚 、皮 下 静 脈 ノ

閉 塞 ガ最 初 二観 ラ レ、病 攣 ガ小 動 脈 二及 ブ ニ至 リ炎 症

性 現 象 が認 メ ラ レタ。静 脈 系 ノー 次 性 愛 化 ニ ヨ リ毛 細

管 系 二高 度 ノ振 張 ヲキ タ シ、一 時 ・・静 脈 側 枝 ガ血 量 ノ

ー 部 ヲ通 フごル モ
、途 ニ ノ・コ ノ通 路 ノ破 壌 ニ ヨ リ雛 血 、

毛 細 管 出 血 、壌 疽 叉 ・・二 次 的化 膿 ヲ キ タ ス モ ノ ト考 ヘ

ラ レル 。 コ ノ際 、出血 竈 二於 ケ ル 格 子 状 繊 維 ハ完 全 二

消 失 シテ居 タ。

著 者 ノ3例 中 前2例 ノ・ソ ノ 特 異 ノ 臨 休 像 、 並 二 陽性
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「ア レル ギ ー」反 磨
、動 物 接 種 ニ コ リ壌 疽 性 丘 疹 状 結 核

疹!深 在 型 ト解 セ ラvル 。第3例 ・・高 度 ノ出 血 ヲ呈 ス

ル 黙 ヨ リ シテPo6r氏 ノ 出 血性 結 節 状 結 核 症 ト 思 ノ・

レル 。イ捌 二於 テ 「ア レル ギ・一」反 慮陰 性 二終 ツ タ ノノ・

皮 嚇 ガ高 度 ノ「ア レル ギ ー」状 態 ニ アル 事 ヲ 物 語 ツ テ

居 ル 。著 者 ・・コ ノ出 血 型 ノ原 因 ヲ結 核 菌 ニ ヨル 皮 下 静

脈 ノー 次 性 病攣 二錨 シテ居 ノレ。

(千 葉 腰 大 皮 膚 科 秦 抄)

「メチ レン」青 法 ニ ヨ ル狼 瘡 患 者 尿 中 ノ 「ア ス コル ビ

ン」酸 定量

KanehikoKitamura:BestimmungderAscorbins5-

ureimHarnV.LupuskrankennachderMethyl・

enblaumethode.Derm.Ztschr.Band74,Heft5,

1936.)

近 時正 常 時 ノミナ ラ ズ 種 々 ノ 疾 患 時 二 於 ケ ル 尿 中

「ヴ。タ ミソ」Cノ 排 泄h'ill目 セ ラル ・二 至 ツタ ガ
、

1ヴ ィタ ニ ソ」Cノ 生 盟 内 二於 ケ ル 代 謝 が未 ダ 完全 二蘭

明 セ ラ レザ ル今 日、コ ノ排 泄 ノ有 スル 意 義 ハ ナ ホ疑 問

トシテ磯 サ レテ居 ル 。ソ ノ測 定 法 トシテ從 來 報 告 セ ラ

レタモ ノニ ノ・沃 度 結 合 能 測 定 、Dichlorphenyl法 及 ビ

「メ チ レ ソ」青 法 ガ アル
。 コ ノ最 後 ノモ ノノ・1934年

Martini・Bonsignore雨 氏 ノ獲 表 セル モ ノデ、 日光 照

射 ニ ヨ リ急 速 二 獲 生 シタ 「アス コル ピ ソ」酸 選 元 酸 化

比 例減 少 ヲ墓 礎 トス ル。著 者 ノ・玉法 ニ ヨ リ尋 常性 狼 瘡

患 者尿 中 ノ「ヴィタ ミソ」C測 定 ヲ行 ヒ、 沃 度 法 二比 シ

ソ ノ「ヴィタ ミソ」C値 ハ 常 二低 ク、 雨 法 ノ成 績 間 ニ ノ・

準 行關 係 ハ 見 出 サvズ 、 且 ツH2Sニ テ前 塵 置 セル 場

合 二 ・・雨 法 トモ比 較 的高 値 ヲ 示 ヌ モ ソ ノ 塘 加 度 バー

致 セ ズ、Cantanノ 錠 刻 投 與 叉 ・・静 脈 内注 射 ニ ヨル 貴

荷 試験 二於 テ ノ・「ヴィタ ミソ」C排 泄 ノ・遅 延 、 減 少 スル

ヲ観 〃。(千 葉 鷺 大 皮 膚 科 秦 抄 〉

急 性紅 斑性 狼 瘡 ト血 小 板 減 少 性 紫 斑 、付 紅 斑 性 狼 瘡

二 於 ケ ル血 液 像 二就 テ
。

「Dr.med.habil.WilhelmMilbradt:Lupuserythe-

matodesacutusu.thrombopenischePurpura .Zug1・

eichBemerkungenifberdasBlutbildbeimLupus

erythematodes;Dermat.W'schr.Bd .105,Nr.31,

1937.)

症 例:生 來 出血 性 素 因 ヲ有 ヌ ル13歳 ノ少 女 、1年 前

顔 面、 手 指 二散 在 性 二紅 斑 性 狼 瘡 疹 ヲ生 ジ、ソ ノ後 強

キ 日光 照 射 ト第2同 ノ種 痘施 行後 、亜急 性 二登 疹 ハ汎

登 ノ傾 向 ヲ示 シ、 同時 二病 竃部 二 皮 下 出血 ヲ ミル ニ
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至 ル。血 液 所 見 ハ著 明 ナ血 小 板 減 少 及 ビ比 較 的 白血球

減 少 ヲ示 ス。潜 出 血 ナ 〃、内臓 二結 核 性 攣 化 ヲ認 メ ズ。

治 療 ト シテ先 ヅ 「ヴィタ ミソ」C(Cebion)ノ 投 與 ハ却 ツ

テ症 状 ヲ塘 悪 セ シム、 解 毒 ノ意 味 デProhtosil及 ビ肝

臓 剤 ヲ用 ピー 時 ノ輕 快 ヲ得 タ ノレモ 途 二 鵬 出血 ニ ヨ リ

イトル。コ ノ症 例 ・・血 小 板 減少 性 紫 斑 二合 併 シタ紅 斑 性

狼 瘡 が 日光 照 射(叉 ・・種 痘 ・が誘 因 トナ リ、(全 造 血 器

官 ヘ ノ結 核性 中毒 作 用)皮 下 、 粘 膜 ヘ ノ 出血 ヲキ タ シ

タ モ ノデ 、コ ノ出血 ・・生 來 ノ素 因 ノ爲 デ ア ラ ウ。

紅 斑 性 狼 瘡 二於 ケ ル 白血 球 減 少 ・・既 二Spiethoff氏 ノ

記 載 スル 所 デ ア ル が、本 症 例 モ 上述 ノ中毒 作 用 ニ ヨ リ

潜 在 性 出血 素 因 ノ爲 、容 易 二 白 血球 減 少 症 ヲ來 シタ モ

ノデ アル 。爾紅 斑 性 狼 瘡 各 型 ノ血液 像 攣 牝 モ全 般 的 二

結 核 ニ ヨル モ ノ ト見 ラ レ ヤ ウ.最 後 二感 染 蛇 二 出血 二

封 シ良 数 アt)ト サ レル 「ヴィタ ミソ」Cが 却 ツ テ 有 害 デ

ア ツタ事 ハ注 目 ス ベ キ テ、之 バー 般 二 凡 テ ノ酵 素 反 癒

ノ燭媒bジ テ 作 用 ス ル 「ヴィタ ミソ」Cが 、 結 核 性 敗 血

症 ニノ・悪 影 響 ヲ及 ポ シタ モ ノ ト解 セ ラ レル 。

(千 葉 醤 大 皮 膚 科 秦 抄)

一家 系 二 獲 生 セ ル 紅 斑 性 狼 瘡

(Dr.E.Legobbe:FamiliarenErythematodes,2

Todesf511e,beieinerBeobachtungtubercu16ser

Organbefunde.Dermat.Wschr.Bd.105,Nr.36,

1937.)

紅 斑 性 狼 瘡 ノ 家 族 的 獲 生 ・・比 較 的 稀 有 デ 丈 獄 上 ニ モ

20例 除 ヲ見 ル ニ過 ギナ イ。 抑 々本 症 ノ 大 多 藪 ニ ハ内

臓 結 核 ガ詮 明 セ ラ レ テヰ ル カ、内 臓結 核 ガ原 因 ナ リ ト

ノ・未 グ決 定 セ ラ レ・テ 居 ナ イ。コ ノ意 味 デ著 者 ハ次 ノ症

例追 加 ヲナ ス。帥 チ同 一 家 系 ノ3親 族 間 二3例 ノ紅 斑

性狼 瘡 患 者(凡 テ 女 性)1・2例 ノ疑 ・・シ キ 患者 倉 モ ニ

男 性 、 凍 瘡 封糧 化 ヲ呈 セル モ ノデ ア ル が、事 情 ノ爲 、

精 査 シ得 ナ カ ツタ)ヲ 登 生 セル モ ノデ アル 。 前 者 中 ノ

2例 ノ・臨 抹 的 二 同様 ノ経 過 ヲ ト ツテ死 亡 シタ ガ、剖 楡

ノ結 果1例 ニ ハ氣 管枝 淋 巴腺 ノ結 核 ヲ認 メ、他 ノ1例

一 ハ確 實 ナ結 核 性 攣 化 ヲ 詮 明 シ 得 ナ カ ツ タ ガ恐 ラ 〃

既 往 ノ結 核 性 疾 患 ト考 ヘ ラル ・攣 化 ヲ認 メ タ。

(千 葉 讐 大皮 膚 科 秦 抄)

ブ ッ皇 氏 類 狼 瘡 ノ二 例

(田 中謙:皮ma1・ 泌尿 、6巻.2號.6頁)

第1例 ・・27歳 ノ嬬 人 ノ雨 側 下腿 二生h・・ル モ ノ、 第2

例 ・・35歳 ノ嬬 人 ノ顔 面 二 生 ゼル モ ノデ アル。 雨 例1・

モ ピノヒク氏 反 庶 ・・陽性 ヲ示 シタ
。節2例 二於 テ ノ・既牲
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二結 核性頸部 淋巴腺炎 ト結核 性輩膜 角膜炎 ガアツタ。

而 シテ「1/J線ニ ヨ リ肺二愛化 ヲ認 メ ズ、血液像 ハ「エオ

ジソ」嗜好細胞 ノ輕度 ノ壇 多 ヲ 示 シタ.第1例 ハ「ツ

ベル ク リン」療法 ニテ相當 ノ数果 ヲ認 メ、第2例 ・・金

製刺 「グル ゴール」ニテ良数 ヲ攻メ タ。

(千葉署大皮膚科 秦 抄)

顔面播種状粟粒性狼瘡 ノニ例

(本田俊三:皮 膚科泌尿器科雑誌、 第43巻 。第6號 ・

674頁)

第1例 、41歳 ノ家婦。 既往歴、 家族歴著 シキモ ノナ

シ。右頬 二輕度 ノ痙痒感 ヲ件 フ籔 個 ノ痙瘡 檬小結節 ヲ

生 ジ、3週 ニ ジテ左頬、 前額 二漫 延、 ソ ノ後進行 ヲ停

止 ス。「レ」線像 ノ・雨肺尖浸潤、肺門陰影壇強 ヲ示 シ、組

織學 的ニ ハ定型 的結 核病竈 ニ シテ、赤 血球沈 降速度促

…進、淋 巴細胞 増多 ヲ認 ム。 「)ソペル ク リソ」反磨 ノ・陰

性。

第2例 、生來健全 ナル41歳 ノ家婦、右 下眼瞼 二紅褐

色乃至黄褐色針頭大 ノ小結 節倣個 ヲ獲 生、コノモ/ハ

極 メテ徐 々一 右頬、眉 間、 左下眼瞼蚊 二 左頬 二漫延

ヌ。胸部 「レ・」線像異常 ナ シ。「ツベル ク リソ」反磨陽性。

組織 學的 ニノ・定型 的結核病 竈 ニ シテ、中二僅少 ノ結核

菌 ヲ認メ得 タ。

治療 ノ・雨例 トモ「ツベルク リソ」注射虹 二臭化 「ラヂウ

ム」貼用 ニヨ レル モ、秋季 二於 テ 増悪 ノ傾 向 ヲ槻 タ.

著 者 ノ・從來我國 デナサ レタ報 告例124二 就 キ、年齢、

性別、 獲生部 位、職 業的關係、地方 的分布 等、諸方面

ヨ リ統 計的考察 ヲ行 ヒ、本症 ガ日光二曝露 セラル ・職

業 者 二多 ク、 登生分布 が日光二 悪 マレタル 地方 二多

〃、且 ツ季 節的 ニノ・秋10月 二最高罹病李 ヲ示ス等 ノ

事實 ヨ リシテ、特 二木症獲生 ノー誘 因 トシテ、紫外線

ノ大景 的照射 ナル外 的刺戟 ヲ強調 シテ居ル。

(千葉聲大皮膚科 秦抄)

皮虐結核症 ノ細菌 學的研 究

(山碕順:皮 膚科 泌尿 器科雑誌 、第43巻.第4號.昭 和

13年4月)

從 來困難 トサ レタ 皮膚結 核竈 二 於 ケル 結核 菌直接培

養 ハ近 時改良進歩 セル 培養法 ノ慮用 ニヨ リ漸 ク陽性

牽 ヲ向上 シタガ 未 ダ 充分 トノ・ナ シ難 ク、 而モ眞正皮

膚結 核、就 中尋常性狼瘡 二關スル成績 ヲ圭 トシ、他種

皮膚結核症 二於 クル業績比較的勘 シ。他 方皮膚結核患
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者流血 中 ヨ リノ結核菌培養 二 至 ツテ・・猫 リレー ウェ.

ソシュタ イン氏等 ノミ陽性成績 ヲ示 スモ、 一般追試 者

ノ成績 ハ之 ヲ肯定スル ニ至 ラズ。更 二菌型及 ビ毒 カ ノ

問題 二關 シテモ本邦 二 於 ケル 報告撒 ハ從來三 ヲ鍛 フ

ル ニ過 ギナ イ。

著者 ノ・東大 皮膚科外來 ヲ訪 レタ諸種皮 膚結 核患者108

例 二就 キ結 核菌分離培養 ヲ施 行、 ソノ中78例 ・・硫酸

水 ニテ 前庭置 セル 病竈組織乳剤 ヲモ ソテペ トラニヤ

ニ氏及 ビ レー ウェソシゴタイソ氏培養基 二試 ミ、尋常

性狼瘡12例 、 皮膚i涜状結核11例 、皮膚腺病6例 各 々

全例 二於 テ陽性成績 ヲ基 ゲ、顔 面播種状粟粒 性狼瘡 ・・

9例 中1例 、バザン氏硬結性 紅斑 ノ・19例 中1例 、7',.

〃氏類狼瘡 ハ2例 中1例 二 於 テ夫 々結核菌 ヲ培養 シ

得 タ.直 接培養陰性 ナ リシフ㌧〃氏類狼瘡 ノ1例 二於

テノ・組織片 ノ海狼 接種 ニ ヨリ間接 的 二 結核菌 ヲ分離

シ得 タ.

叉全108例 二就 キ、流 血 ヲ材料 トセル 場合 二於 テノ・、

尋 常性狼 瘡 ノ1例 、バ ザソ氏硬結性紅斑 ノ2例 二於テ

陽性成 績 ヲ學 ゲタル ノ ミー シテ 爾鯨/大 多激 ・・陰性

二蹄 シタ。

著者 ノ・更 二動物實験 上二於 ケル 差異 ヲ利 用 シテ菌型

ノ決定 ヲ計 リ、(菌 聚落 ヲ乳側 トナ シテ家兎 ノ静脈

内及 ビ皮 下 二注射)結 核菌 ヲ分 離 セル 計35例 中5例

(14.3%)二 於 テ牛型菌 ヲ謹 明 シ、中病竃 ヨ リ得タル菌

株 二就 キ観 レバ33例 中5例(15.2%)二 牛型菌 ノ感染

ヲ認 メ タ。叉病 型別槻察 二 副 リ眞正 皮膚結核症 二於 テ

ハ病 型 ノ如何 ヲ問 ハズ牛 型菌 ガ ソノ原 因タ リ得 ベク
、

就 中皮 膚疵 状結核 デノ・牛型菌 ノ感染 卒(11例 中3例)

比較 的高 キヲ認 メ タ.

更 二海狸 ヲ使用 シ、培養結核菌 ノ毒力程度 ヲ可及的正

確 二検索 セル結 果、 皮膚病竈 ヨ リ得 タル 菌株 ノ約50

%二 於 テ毒 力減退 セル ヲ謹明 シ、流 血 中 ヨリ培養 セル

3菌 株 二於 テハ2菌 株 二毒力低下 ヲ認 メ タ。

1例 ノ皮膚i庇状結核 ヨ リeugeni(}・Bovin,1例 ノ皮膚

腺病 ヨ リdysgonic・humanナ ル異型 結核菌 ヲ培養 シ得

タ。

分離結核菌 ノ菌型及 ビ毒力 ト疾 患 ノ 輕重或 ・・豫後 ト

ノ間 ニハ特 殊 ノ關係 ヲ獲見 シ難 イ
。

(千葉署大 皮膚科 秦抄)
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一 般 學 術 雑 誌

肺 結 核 ノ虚 脱 療 法 二 於 ケ ル 横 隔 膜 諒 経 廠 癖 二就 テ

AntonSattler:Wien.Med.Wsch.1938.Nr.23,24.

横 隔 膜 紳経 廊 癖 ニノ・横 隔 膜 紳 輕 切 除 、撚 除 並 二睡 挫 、

氷 結 「ノtrカtソ 」、「アノレコ ーノyJノ 同 紳輕 内 注 入 二依

ル 局 所 傳 導 中絶 等 が アル 。

扱 テ是 等 ノ虜 置 ヲ行 フ ニ際 シ テ ・・同 紳経 ノ出所 走行 、

副 枝 、吻合 等 ヲ熟 知 スル 必 要 が ア リ就 中C5ト ノ吻合

ノ、常 二考 慮 ス ベ キ デ アル。

横 隔 膜 紳 経 切 除 ノ ミデ ハ不 充分 デ ア リ 撚 除 ニ ヨ リ少

ク}・モ10糎 以上 取ル 時 ハ横 隔 膜 麻 癖 ヲ來 タ シ得 ル ガ

永 久 的麻 癖 ヲ見 ル 事 ガ屡 くデ ア ル。一 時 的 ノ麻 癖 ノ目

的 デ麗 挫 等 が用 ヒ ラ レル 。

横 隔 膜神 経 麻 癖 ノ作 用 ヲ見 ル ニ、1)肺 組 織 ノ虚 脱 、

2)横 隔 膜 ノ運 動 停 止 ニ ヨル 肺 ノ 静 止 、3)横 隔 膜 ノ

緊 張 蛇 二蓮 動 ノ 除去 ニ ョ リ 病 組 織 ノ萎 縮 ガ容 易 ニ ナ

ル 事 が数 ヘ ラ レル 、作用 ハ横 隔 膜 上昇 ノ度 ニ ヨル ノデ

アル カ ラ病 竈 ノ横 隔 膜 ノ近 ク ニ アル 事 力●望 マ シ イ。肺

上 葉 並 二 中葉 上部 ハ 特別 ノ場 合(葉 間 癒 著 ノ存 ス ル 時)

ノ外 ・・横 隔 膜 呼 吸 ノ支配 外 ニ ア ル トサ レテ居 ル 。

通 慮 ノ・

1)氣 胸療 法 ノ 實施 出來 ヌ 時 叉 ・・ソv/ミ デ ノ・不 充

分 ノ時 。

2)経 濟 上 叉 社會 上 ノ都 合 デ 氣 胸 療 法 ヲ纈 ケ ル事 ノ

出 來 ヌ時。

3)中 心性 叉 ・・肺 門附 近 ノ浸 潤 叉 ・・空洞(是 等 ノ・氣胸

ニ ノ・反 慮 セ ズ横 隔 膜術 ニ テ良 結 果 ヲ得 〃 事 ガ アル) 。

4)肺 充 填 術、 胸 廓成 形 術 ノ補 助 療 法 トシテ。

5)胸 廓 成 形 術 二先 行 サス ベ キ ヤ 否 ヤ ノ問 題 二關 シ

テ ノ・著 者 ・・反 封 的 ノ立 場 ヲ取 ツ テ居 ル 。

(坂 ロ内科 村 上 抄)

Auro-Detoxin二 依 ル結 核 ノ治 療

H.HanserW.M.W.1938.Nr.19.S.531.

Auro-Detoxin・ ・硫 黄 ノ含有 量多 イKeratinat二 金 ヲ

結 合セ シメ タ モ ノデ ソ ノ特 長 トス ル 所 ハ

1.原 轟及 細 菌 感 染 二際 シ 既 存 ノ 金 製 刺 二 比 べ テ治

療 的数 果 ノ高 イ事 。

2・ 新 陳 代 謝 ヲ制 禦 シ細 胞 ヲ 賦 活 シ 解 毒 免 疫 力 ヲ高

メ ル 作 用 ヲ ソ レ自盟 ス デ ニ 有 ス ル 有 機 物 質 ト金 ト ノ

結 合 デ ア ル 事。

製 剤 二 ・・油 状 ノモ ノ ト水 溶 性 ノモ ノ トガアル 。

使 用 法 ・・筋 肉 内 二1週 ニー 度0・1瓦 ヨ リ始 メ テ0・5瓦

二 至 ル。

14例 中11例 二著数 ヲ認 メ2例 二輕 ク ソ ノ作 用 ヲ認 メ

1例 二 ・・墾 化 ナ カ ツ タn(坂 口内 科 村 上 抄)

膀 胱 結 核 ノ治 療

KarlPutterW.M.W.1938.Nr.17.S.457.

膀 胱 結 核 ノ治療 二際 シ 銘 記 ス ベ キ 貼 ノ・夫 レノ・決 シテ

原 獲 的 モ生 ズル モ ノデ ハ ナ ク原 登 竈 ノ獲 見 ガ 必 要 デ

アノ1/。ソ レノニ・ハ

1)臨 肱 的 症 状

2)膀 胱鏡 的 所 見

3)「v」 線 検 査

4)尿 中結 核 菌 ノ検 索 ヲ 参 考 ニ ス ル が コ ノ中最 モ必

要 ナ事 ・・4)デ 、著 者 ハChiariノ 研 究 所 ノWeberノ

集 菌 法 ニ ヨ リ行 ッ テ居 ル。色 々問 題 ニ ナ ツ テ居 ル が著

者 ハ尿 中菌 陽性 ノ時 ・・常 二 泌 尿 器 系統 ノ結 核 ヲ常 二

考 ヘ テ居 ル。

診 断 確 定 ノ曉 ・・根 本 的 療 法 が 望 マ シ イガ 何 等 カ ノ事

情 二依 リ保 存 的療 法 ニ ョラ ネ バ ナ イ ヌ 時 ハ 撮 生 食 餌

二 注意 ス ベ キ デ アル 。 コ ノ際Gerson食 餌 ハ 齢 リ期

待 出來 ナ イ。

潰 瘍 二i封 シテ ハ電 氣 凝 固法 ガ用 ヒラ レル 、高 度 ノ萎 縮

ノ爲 疾 痛 耐 ヘ ラvナ4時 ノ・5%「 グ ア ヤック」油15%

「ゴメ ノーノレ」、1:5000カ ラ1:1000ノ 「リバ ノー一ノv」ノ

液 ノ注 入 ガ行 ノ・レル 。(坂 口 内 科 村 上 抄)

外 科的 結 核 ノ保 存 療 法 ニ ツ イ テ

Lu.SzentheW.M.W.1938.S.470.

1935Vereb61y敏 授 がRubrophenヲ 用 ヒテ ヨ リ著 者

ハ淋 巴 腺 結 核 、骨 結 核 、關 節結 核 、 痔 痩 、泌 尿 器結 核 、

乳 腺 結 核 等165例 ノ外 科 的結 核 患 者 二 使 用 シ 次/結

果 ヲ得 タ。

1.製 刺 ノ・毎 週2、3回 量 ノ・1ccmヨ リ 始 メ テ3ccm

迄 ア ゲ静 脈 内注 射 ヲ行 つ。重 症 二 ・・11三射 ノ外 生 藥 ヲモ

供 シタ。コ ノ際 結 核 竈 ノ軟 化 二際 シテ ハ穿 刺 ヲ關 節 炎

ニ ハ 「ギ プヌ 」ヲ併 用 シタ.

2.3-4週 デー 般 状 態 ハ良 好1・ ナ ツ タ。 時 々局 所 症
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状 ヲ訴 ヘ タ 者 モ ア ツ ゲ カ"多ク ノ、事 無 ク経 過 シ タ.

3.165例 中充分 槻 察 セ シ117例 ノ中78例 ・・治癒 ヲ

見 残 リ39例 ・・治 療 中 デ アル ガ コ ノ中21例 ノ・治癒 的

傾 向 ヲ認 メ18例 ・・治療 ノ初 期 デ アル 。

4.一 般 二 軟部 結 核 ノ方 ガ 骨 叉 關 節結 核 二 比 シ治 療

的 数 果 大 デ 、 治 療 期 間 ノ・前 者 デ ハ ↓-5ケ 月 デ ス ム が

後 者 ノ、8--10ケ 月 ヲ要 スル 。

5.年 齢 ノ若 イモ ノ程 ヨ1。

6.急 性 ノモ ノ程 ヨ4。(坂 口内科 村 上 抄)

實 地 二 於 ケ ル 「ツ ベ ル ク リ ン」ノ膿 用

KarlDietlWien.med.Wschr.1938.Nr.32/33.S.

863.

「ッ ベル ク リソ」ヲ非 経 口的 二用 フル 時 ハ局所 、一 般 病

竈 反 鷹 ヲ起 ス ガ診 断 二 磨 用 サ ル ベ キ ノ・局 所 反 磨 ノ ミ

デ ァル 。 之 ニ ピ ル ケ ー ノ皮 膚 反 鷹 、モ ロー ノ経 慮 反 鷹

虹 二皮 下 叉 ハ皮 内注 射 ニ ヨル モ ノトが アル 。

「ソ ベ ル 〃 リソ」反 晦 陽 性 デ アル 事 ハ 唯 結 核 感 染 ノ以

前 二行 ノ・レ タ事 ヲ示 ス ノ ミデ 現 在 ノ 病 竈 ノ結 核 性 叉

ハ活 動 性 ヲ物 語 ル モ ノデ ノ・ナ イ。唯 小 見 二於 テ ハ コ ノ

雨 者 ノ間 二 比 較 的密 接 ナ關 係 ガ見 出 サ レル 。然 シ麻 疹

肺 炎 、高度 ノ姦 痩 等 ノ場 合 二 ・・陰 性 ニ ナ ル カ ラ注 意 ス

ベ キデ アル 。

豫 後 、 治 療 、豫 防方 面 二於 ケ ル 鷹用 ノ・今'所 多 ク ヲ望

メ フご且 治 療 二唯 用.ム ル ニ ノ・多年 ノ経 験 ヲ 必 要 トス ル

ノテ アル カ ラ輕 々 シク スベ キ デ ノ・ナ イ。

(坂 口 内科 村 上 抄)

結 楼 治 療 二於 ケ ル 精 神 欺 態 ノ意 義

HannsAlexander;Mifnch.Med.Wschr.Nr.11,

1938.

i著者 ・・肺 結 核 治療 二 於 ケ ル 患 者 ノ精 紳 状 態 ノ、重 要性

ヲ彊 調 ス。肺 結 核 二 ・・早登 性痴 呆 、 結 核 性 誰 妄 等 ノ精

紳 病 以 外 二輕 度 ノ精 紳 障 碓 ノ・屡1認!メ ラ レル1・ コ ロ

デ 、氣 分 ガ突 然 悪 クナ リ遊 戯 ヲ嫌 つ事 ガ初 期感 染 ノ唯

一 ノ徴 候 トシテ 認 メ ラ レル 事 が ア リ 時 二叉 か ル症

状 ノ ミ ヲ示 シ熱 登 モ ナ 〃 シテ 「シュー ブ」ヲ起 ス モ ノ が

アル。 是 等 ハ小 見 二著 ンイ ガ、成 人 ニ モ認 メ ラル ・モ

ノデ結 核 菌 毒 素 ガ 植 物 紳 経 系及 内 分泌 器 魯 ヲ 侵 シテ

招 來 ス ル ト考 ヘ ラ レル。カ ・ル 場 合 二患 者 本 來 ノ性 格

ノ、重 要 ナ 意 義 ヲ有 ス ル モ ノデ 潜 在 性 ノモ ノ ヲ表 現 化

ヌ ル ト考 ヘ ラ レル。力 ・ル 場 合 二於 ケ ル 治療 ハ患 者 ノ

状 態 ヲ把 握 ン訓練 ヲ 試 ミル 事 が必 要 デ 系 統 的 ナ作業

療 法 等 ニ ヨル精 紳 能 力 ノ向 上 ヲバ カル事 ガ望 マ シイ。

録 【第16k

(坂 口 内科 岩 田 抄)

脊 椎 結 核 二 基 ク 腰 部 氣 管 枝 痩 孔

Imbach;Mtinch.Med.Wschr,1938,Nr.11.

肺 結 核 症 状 ノ顯 著 ナ ラ ザ リ シ 脊 椎 骨 結 核 患 者 ガ膿 瘍

破 壌 ヲ思 ノ・セル 急 激 ナル 喀 疾 培 加 ヲ示 シ 來 レノレ腰 部

氣 管 枝 痩 孔 ノ10例 ヲ報 ズ、 ソ ノー 部 ・・病 理 解 剖 ニ テ

始 メ テ診 断 ヲ下 サ レタル モ 生 前 「イ ンヂ ゴ カル ミン」、

「∋一 ドホ ル ム」ヲ膿 瘍 二 注 射 シテ 喀 疾 中 二 讃 明 シテ

診 断 ヲ確 定 シ得 ル モ ノ ア リ、叉 氣 管 撮 影 ニ ヨ リコ ノ痩

孔 ノ存 在 ヲ窺 知 ジ得 ル モ ノァル ヲ報 ズ。

(坂 口内 科 岩 田抄)

結 核 見 二 封 ス ル 「チ フ テ リー 」豫 防 注 射 二就 テ

HansBar;M直nch.Med.Wschr.Nr.15,1938.

「ヂ フ テ リー」豫 防 トシ テ 毒 素 抗 毒 素 混 合 物/注 射 ヲ

賞 用 スル モ ノ多 ク結 核 見 ニ モ 之 ヲ 施 行 シテ 結 核 経 過

ヲ悪 化 ス ル 事 無 キ ヤ ヲ 確 メ タル ニ 著 者 ・・190例 二べ

=⊥ ング 會 杜 製 品 ヲ用 ヒ 何 等 結 核 病 竈 ノ 反 磨 ヲ起 セ

シモ ノナ ク 、ソ ノ中尚 「ヂ フ テ リー」二罹 患 セル モ総 テ

輕 症 且 合 併 症 ヲ 件 フ コ トナ カ リ シ ヲ以 テ、 結 核見 ニ

モ コ ノ種 ノ豫 防 注 射 ヲ用 フベ キ ヲ賞 揚 ス 。

(坂 口内 科 岩 田抄)

,,Vitalserum"ノ 直 腸 内注 入経 験

GtintherKalle:Mtinch.Med.WschLNr.28,1938.

輪 血 ト同 様 二血 液 再 成 ノ 目的 デ血 清 ヲ 注 腸 セy1'7、

ル モ ノデDresdenノ 血 清 工 場 製Vitalserumヲ 注 腸

叉 ハ鮎 滴 注 腸 法 ニ ョ リテ 使 用 ス 。 本 刺 ハ肝 臓 脾 臓 ノ

「エ キス」ト馬 血 清 ヲ混 ジタ モ ノデ 大 腸 ヨ リ 吸 牧 セ ラ

レル.著 者 ・・本剤 ヲ長 期 ノ肺 糊 亥叉 ノ・腸 結 核 ニ テ貧 血

ヲ起 シ タモ ノニ150耗 ヅ ・1週2同 位 ノ 割 合 デ 纏 績

シ赤血 球 再 成 上認 ム ベ キ数 果 ヲ牧 メ タ 。血 球 ノ塘 加 ノ・

血 色 素 ノ培 加 ヨ リモ著 シイ ガ、低 色 調 性/モ ノニ ハ血

色 素 モ著 シ ク増 加 ス ル。 副 作 用 ハ幻 鍛 、 頭 痛 、饗 汗 、

嘔 吐 デ潰 瘍 性 ノ腸結 核 ガ アル モ ノニ著 シ イ ガ、鮎 滴 注

腸 ニ ヨ レバ 多 ク ハ免 レ得 ル。患 者 ハ食慾 培 進 ト睡 眠 佳

良 ヲ訴 ヘ ル 事 ガ 多 イ。

ソ ノ他 著 者 ・・重 症 喀 血 、肝 硬 攣 症 、 食 道 壁静 脈瘤 ノ破

裂 等 ニ ヨル 大 失 血 時 及 潰 瘍 性 大 腸 炎 ノ 頑 固 ナ ル モ ノ

ニ用 ヒテ有 敢 ナル ヲ認 メ タ
。(坂 口 内科 岩 田抄)

「ア ウ ラ ミン」ニ ヨル結 核 菌 ノ螢 光 染 色 法

P。K.Hageman卜Mtinch .Med.Wschr.Nr.28,

1938.

「ア ゥ ラ ミソ」丞 イ 三 座(0 .1%)二15分 間 染 色 シ螢 光
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顯 微 鏡 ヲ用 ヒテ 結 核 菌 ヲ染 色 スル ニ チ ール ネ ル ゼ ソ

氏法 が培養 陽性 ノ35%ヲ 染 色 シ 得 ル ノ ミナル ニ比 シ

本 法 ハ培 養 陽性/70%二 結 核 菌 ヲ讃 明 シ得 タ。 更 二

「ア ン チ フォル ミ ソ」集 菌 法 ヲ行 ヒタル モ ノ ヲ 本法 『 ヨ

リ染 色 ス レバ培 養 陽性 ノ90%二 結 核 菌謹 明 ヲ シ得 タ。

(坂 口内科 岩 田抄)

結 核 彊 ノ届 出 義 務 成 績

VonDr.A.Machens:DieAuswirkungenderAnz-

eigepflichtderK註lbertuberkulose.〔BerlinerTier5-

rztlXVschr.1938.Nr.19.・

1933年7月Branschweigニ テ ・・法 令 ニ コ リ 獣 馨 ・・

結 核 母 牛 ノ獲 見 及 ビ其 ノ 犠 ノ 胱 態 ニ ッ キ 届 出 ヲナ ヌ

事 トナ ソ タ。 爲 二獄 讐 ハ母 牛 ノ肺粘 液 、乳汁 子 宮粘 液

等 ノ検 査 ヲナ シ之 ヲ家 畜 保 健 局 二迭 達 シタ。之 レニ 由

リ1933年8刀 ヨ リ1938年5刀 迄 二151頭 ノ 牛 二就

テ ノ槍 査 報 告 ア リ、 此 ノ成 績 ノ大 略 ヲ示 ス ニ、肺 粘 液

試験 ヲ ナ セル モ ノ122例 ウ チ66例 印54.1%陽 性 、乳

汁 試験 ノ44例 中19例 帥13.2%陽 性 、 子 宮 粘 液 試験

86例 中51例 即59.3%陽 性 ナ リ。 之 ヲ151頭 ノ総 藪

ヨ リミル 時 ハ 肺 結 核 牛66頭rl75 .8%)乳 房 結 核19頭

(21・8%)子 宮結 核51頭(58.6%)ト ナ ル。 之 ヲ三 者 合

併 セル モ ノ ト然 ラザ ル モ ノ トシテ ・ノレト、三 者 合 併 セ
　

ル モ ノ5頭(8・59・ ノニ 者合 併 セル モ ノ、32頭 〔54.2%)

輩 掲 二 來vル モ ノ22頭(37.3%)ナ リ。 病 竈 別 二示 ス

ト肺 及 ビ子 宮結 核29頭 、 肺結 核24頭 、t'宮 結 核15

頭 ・肺 及 ビ乳 房 結 核8頭 等 ナ リ。 以 上 ノ成 績 ヨ リ特 二

注 意 サル ・ノ・子 宮結 核 ノ 多 キ コ トニ シテ 子 宮 ノ診 噺

ヲ爲 ス ニ當 リ注 意 ヲ要 スル コ1・ナ リ.叉 孚L汁試 験 ニ テ

乳 房 結 核 ノ少 キ ヲ示 ス モ、之 ハ更 二精 細 ナル 検 査 ヲ要

ス ル モ ノ ト思 考 サル 。今 同 ノ検 査 報 告 ヨ リ積 結 核 ・・多

ク ノ場 合 母牛 ヨ リ傳 染 スル モ ノ ト想 定 サ ル。

(北研 野 中抄)

生 後 十 四 日迄 ノ憤 ノ結 核 傅 染 径 路

VonH.Rautmann:UberdieAusbreitungswege

derTuberkulosebeiKalbernbiszu14Tagen .

(BerlinerTier5rztlWschr.1938.Nr.19.)

著 者 ノ・1934--1937年 ノ間 二174例 ノ積 二 就 キ結 核感

染 裡 路 ヲ調査 シタ。病 理 學 的 並 二解 剖 學 的 二症 状 ヲ匠

別 ヌ ル爲 二、精 細 ナル 型 式 ヲ作 リ之 二記 入 ス ル檬 ニ ナ

シ大 屠 殺 場 二 之 レ ヲ委 ネ タ。即檀 蚊 二母 牛 ノ居 住 地 存

在 セ ル結 核 墾 性 ノ古 サ病 竈 ノ大 サ、 部 位、母 牛 ノ子 宮

結 核 叉 ハ乳 房結 核 ノ有 無 等 ナ リ。
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胎盤 、 空 氣、 食 餌 性 感 染 ヲ見 ル ニ先 人 ・・48:36:13ナ

リ トセル モ、 著 者 二依〃 ト40:58:10ノ 比 ヲ示 ス。 生

後14日 以 内 二於 テ肺 結 核 ヲ有 ス ル モ/・ ・胎 内感 染 ヲ

セル モ ノ ト見 ラル 。稽 鐘 ξ育 セノレ積 ニ テ ノ・胎 内 ニ テ感

染 セル モ更 二空 氣 及 ビ食 餌 ヨ リ感 染 セル 場 合 ア リ。

Schulzノ 報 告 二依 ル ト3週 ニ シテ 空 氣 傳 染 ヲ セル 例

ア リ。

著 者 ノ報 告 セル174例 ニ ソ キ 共 ノ 侵 入 門 ヲ 検 査 ス ル

ニ、 先 ヅ肝 臓 二來vル モ/35例20.11%最 モ 多 鍛 二

侵 セル ノ・肺 ニ シテ 殊 二 共 ノ淋 巴 腺 モ 病 墾毒強 〃114例

65.52%ヲ 示 ス。 ア ラ ン チ氏静 脈 管 及 ビ 共 他 ノ血 管 二

依 リ縦 隔 膜 腺 二病 攣 ヲ來 セル モ ノ、叉 同時 二肺 ヲ侵 セ

ル モ ノ モ ア リ。淋 巴 系統 ヨ リ肝 二攣 化 ヲ起 シ更 二横 隔

膜 ヲ通 リ縦 隔 膜 二來 ル モ ノ。 血 管 、淋 巴 雨 系 統 ヨ リ各

部 二至 ル モ ノ等 ア リ。結 核 菌 ノ・侵 入 門及 ビ之 ガ囲 セ ル

淋 巴腺 ニ ノ・攣 化 ヲ 起 サ ブご先 ヅ肺 二 特 異 ノ攣 化 ヲ來 ス

ト言 フ者 ア リ、叉 先天 的 初 期 感 染 ・・肺 及 ビ之 ガ淋 巴 腺

ノ ミニ來 ル ト爲 ス者 モ ア リ。

結 核 菌 ヲ混 有 ス ル 羊水 ヲ 吸入 ス ル コ トニ ヨ リ結 核 感

染 ア リ ト言 フ モ、此 ノ場 合 同 時 二消 化 管 二結 核 攣 化 ヲ

認 ム ベ キ デ アル 。バ ソグ ノ流 産 菌 二依 ル場 合 ノ・胃 内 二

之 ヲ謹 明 スル モ結 核 ニ テ ノ・困 難 デ アル 。胎 内 二於 テ 既

二感 染 セ ル檀 ・・生 後食 餌 性 傳 染 ヲ 受 ケノVモ 急 激 二廣

汎 部 二結 核攣 化 ヲ來 ス事 少 シ。之 レノ・胎 内 感 染 ニ ヨ リ

幾 分 ナ リ共結 核 二封 スル 防禦 作 用 ヲ有 ス ル 爲 デ ア ラ

ウ。(北 研 野 中抄)

人 間 ノ肺 結 核 二 於 ケ ル 牛 型結 核 菌 ノ意義 二就 テ

VonDr.Ketze:DprheutigeStandderForschung

tiberdieBedeutungdesbovinenTuberkelbazillus

ftirdieLungenschwindsuchtdesMenschen .(Berli-

nerTierlirztlWschr.1938.Nr.23 .》

RobertKoch・ ・牛型 結 核 菌 ・・人膣 二 封 シテ 臨 躰 的 二

無 意 義 ナ リ トナ シ、同様 ナル 見 解 ヨ リ實 験 報 告 ヲナ セ

ル 諸 學 者 モ ア ツ タ。然 シ現 在 ニ テ ・・牛 型 菌 ニ ヨル肺 結

核 例 ア リ重大 ナ ル 意 義 ヲ有 ス ル 病 原 菌 ナ リ トセ ラル 。

Savage・ ・小 見 結 核 死281例 中114例 二'卜型 菌 ヲ誰 明

ス。 諸 外 國 ニ テ モ 同様 ナ ル 報 告 ア リ。

B・Langeノ ・喀 疾 中 二牛 型 菌 ヲ喀 出 ス ル 患 者 ノ職 業 殊

二農業 二 從 事 セ ル モ ノニ 就 キ槍 査 セル ニ
、148例 中

136例 ノ・人 型 、9例 ・・牛 型 、3例 ・・混 合 セ ル モ ノ ナ

リ。 而 シ テ農 業 二從 事 セル モ/二 牛 型 ヲ多 ク 見 ル 。殊

二孚L捲 リ ヲ爲 ス モ ノノ・牛 型 ニ ヨル!モ ノ11 .6・。-139。
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ノ高牽 ヲ示 ス 。以 前 猛 逸 ニ テ ノ・1%ヲ 籔 フル/ミ ナル

ニ 現在 ニ テ ノ・25%ヲ 示 ヌ。 乳 捲 リデ ノ・成 人 二 多 〃次

二15-20歳 ノ者 ニ ジテ10-12時 間 勢 働 ノ職 業 人 ニ

モ ア リ。若 イ乳 搾 リ ノ喀 疾 中 二牛 型 菌 ヲ見 ル時 ・・多 ク

ノ場 合 初 期 感 染 ナル ヲ常 トス ル 。小 見 期 二初 期 感 染 ヲ

ナ シ「ツ ベル ク リ ソ」反 鷹 陰 性 ナル 健 康 人 ニ シテ結 核

牛 ヲ世 話 ス ル事 二 由 リ開 放 性 結 核 トナ ル モ ノア リ。

逐年牛結 核 ハ培加 シ之 ト共 二人 間 ノ牛 結核 モ 増加 ス

ノV危瞼 ア リ。之 ノ・要 スル ニ臨脈的、細 菌學 的検査、術

生施 設蛇 二農業輕螢方法 ノ改 良 二待 タ ネバナラ ヌ。叉

経験 アル獣署 ノ結 核撲 滅 ニ カ ヲ致 サ ネバナ ラヌ時ナ

リ。是等 ノ實施 サ ↓!ル迄 ノ、強制 的 二乳汁 ヲ粉末 トスル

カ家 庭 ニテ短時間煮沸 スル ヲ要 ス。(北 研 野 中抄)
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